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はじめに

　我が国の難病対策は、1972 年（昭和 47 年）に策定された「難病対策要綱」に始まります。

発足当初は、「調査研究の推進」、「医療施設の整備」、「医療費の自己負担の解消」が難病対策の

３本柱と定められました。その後、1989 年（平成元年）に「地域保健医療の推進」が加えられ、

1996 年（平成 8年）には「地域保健医療の推進」が「地域における保健医療福祉の充実・連携」

と改められ、さらに「QOLの向上を目指した福祉施策の推進」が加えられて、難病対策は 5本柱

となりました。

　この中で、難病相談支援センター事業は「地域で生活する患者等の日常生活上における相談・

支援、地域交流活動の促進及び就労支援などを行う拠点施設として、難病相談支援センター（以下

「センター」という。）を設置し、患者等の療養上、日常生活上での悩みや不安等の解消を図るとと

もに、患者等のもつ様々なニーズに対応したきめ細やかな相談や支援を通じて、地域における患者

等支援対策を一層推進するものとする」（「難病特別対策推進事業実施要綱」1998 年 4月 9日健医

発第 635 号厚生労働省保健医療局長通知）と位置付けられました。事業の実施主体は都道府県で、

事業運営の全部または一部を、適切な事業運営が確保されると認められる団体に委託できるとされ、

2007 年度末にはすべての都道府県に、それぞれの地域における難病対策事業の経緯や特性を反映

したセンターが設置されました。

　2015 年 1月 1日に施行された「難病の患者に対する医療等に関する法律（難病法）」によって、

我が国の難病対策は、旧来の厚生省令に基づく制度から法律に基づく制度に改められました。難病

法においても、センターは重要な機関の一つと位置付けられ、さらなる機能向上が求められていま

す。2016年 4月に一部改正された「療養生活環境整備事業実施要綱」の「第２難病相談支援センター

事業 」では、「必要に応じ、相談支援員とピア・サポーターとが協力して相談支援が行えるように

努めること」とされ、支援専門職とピア・サポーターとの協働が謳われています。

　センター事業の柱である相談業務を主に行う難病相談支援員は、国の研修を修了した保健師や

看護師、社会福祉士などの専門職です。2014 年には、センターの相談業務を効率的に、かつセキュ

リティを担保して実施するために開発されたクラウド型相談記録システム「難病相談支援センター

ネットワークシステム（以下、「ネットワークシステム」という。）」（国の補助事業として難病情報

センターが実施）の本格運用が開始となりました。今後、各センター間でのネットワークが構築さ

れ、全国のセンター間での情報や課題の共有を通じて、各センターにおける相談支援の質が向上す

ることが期待されています。

　しかしながら、これまで各センターにおける相談業務の内容の詳細は明らかになっておらず、

各センターでの相談記録の取り方、保存の仕方などについても、具体的な基準が示されていません

でした。そこで、統一された基準により、相談記録を適切な方法で作成し、保存するためのマニュ



アルを作成することが急務となっていました。こうした状況を踏まえ、厚生労働行政推進調査事業

費補助金（難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業））「難病患者の地域支援体制に関

する研究」班では、分担研究のテーマとして「難病相談支援センターと相談支援員のあり方」を取

り上げました。全国の各センターに「難病相談支援センター難病相談支援員の相談行動に関する全

国調査」を行い、その成果をもとに本書を作成しました。ご協力をいただきました各センターの皆

様には、この場を借りて御礼を申し上げます。

　さまざまな運用体制の下に活動している全国のセンターにおいて、本書が相談支援員、ピア・サ

ポーターの皆様の傍らに置かれ、相談業務の効率化、セキュリティ対策の向上に寄与することがで

きましたら大変幸いに存じます。

2018 年（平成 30年）1月

難病患者の地域支援体制に関する研究班

研究代表者　西澤　正豊

分担研究者　川尻　洋美

研究協力者　佐藤　洋子

同　　　湯川　慶子

同　　　伊東喜司男

同　　　坂井　洋治
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難病対策と難病相談支援センター
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１．我が国の難病対策

　日本の難病対策は難病対策要綱に始まり、対象疾患を徐々に増やしながら、医療費助成、研究費の助成、医療施設
の整備、福祉の充実などを行ってきました。

1.1 新しい難病対策に向けた検討
　厚生労働省は 2011 年 9 月から難病対策委員会を再開させ、新しい難病対策に向けて精力的に活動を始めました。
難病対策基本方針として、①出来る限り早期に正しい診断ができる体制、②診断後はより身近な医療機関で適切な医
療を受けることができる体制、③遺伝子診断等の特殊な検査について倫理的な観点も踏まえつつ幅広く実施できる体
制、④小児慢性特定疾患病児等の移行期医療を適切に行うことができる体制」が議論されました。

1.2 難病法制定へ
　法制化で最も問題となったのは患者の自己負担額について、患者団体やマスコミから賛否両論が噴出し、国会でも取
り上げられました。最終的には「公平性」と「制度の持続可能性」を考えて、応分の負担とすることに決まり、2014
年 5月に難病法が成立し、2015 年１月１日から施行されました（図１）。

　持続可能な社会保障制度の確立を図るための改革の推進に関する法律に基づく措置として、難病の患者に対する医療費助
成 （注）に関して、法定化によりその費用に消費税の収入を充てることができるようにするなど、公平かつ安定的な制度を
確立するほか、基本方針の策定、調査及び研究の推進、療養生活環境整備事業の実施等の措置を講ずる。
　　　（注）これまでは法律に基づかない予算事業（特定疾患治療研究事業）として実施していた。

趣旨

平成 27年１月１日　※児童福祉法の一部を改正する法律（小児慢性特定疾病の患児に対する医療費助成の法定化）と同日

施行期日

概要
(1)　基本方針の策定
･ 厚生労働大臣は、難病に係る医療その他難病に関する施策の総合的な推進のための基本的な方針を策定。

(3)　難病の医療に関する調査及び研究の推進
･ 国は、難病の発病の機構、診断及び治療方法に関する調査及び研究を推進。

(4)　療養生活環境整備事業の実施
･ 都道府県は、難病相談支援センターの設置や訪問看護の拡充実施等、療養生活環境整備事業を実施できる。

(2)　難病に係る新たな公平かつ安定的な医療費助成の制度の確立
･ 都道府県知事は、申請に基づき、医療費助成の対象難病（指定難病）の患者に対して、医療費を支給。
･ 指定難病に係る医療を実施する医療機関を、都道府県知事が指定。
･ 支給認定の申請に添付する診断書は、指定医が作成。
･ 都道府県は、申請があった場合に支給認定をしないときは、指定難病審査会に審査を求めなければならない。
･ 医療費の支給に要する費用は都道府県が支払い、国は、その２分の１を負担。

図 1　難病の患者に対する医療等に関する法律
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1.3 難病法の基本理念
　難病法の総則（第２条）の基本理念では、「難病の患者に対する医療等は、難病の克服を目指し、難病の患者が地域
社会において尊厳を保持しつつ他の人々と共生することを妨げられないことを旨として、難病の特性に応じて、社会
福祉その他の関連施策との有機的な連携に配慮しつつ、総合的に行われなければならない。」とされています（図２、
図３）。

図 2　難病の患者に対する医療等に関する法律　総則

図 3　難病の患者に対する医療等に関する法律　基本方針

　この法律は、難病（発病の機構が明らかでなく、かつ、治療方法が確立していない希少な疾病であって、当該
疾病にかかることにより長期にわたり療養を必要とすることとなるものをいう。以下同じ。）の患者に対する医療
その他難病に関する施策（以下「難病の患者に対する医療等」という。）に関し必要な事項を定めることにより、
難病の患者に対する良質かつ適切な医療の確保及び難病の患者の療養生活の質の維持向上を図り、もって国民保
健の向上を図ることを目的とする。

第１条　目的

○　厚生労働大臣は、難病の患者に対する医療等の総合的な推進を図るための基本的な方針
　　（以下「基本方針」という。）を定めなければならない。
○　基本方針は、次に掲げる事項について定める。
（１）　難病に係る医療等の推進の基本的な方向
（２）　難病に係る医療を提供する体制の確保に関する事項
（３）　難病に係る医療に関する人材の養成に関する事項
（４）　難病に関する調査研究に関する事項
（５）　難病に係る医療のための医薬品及び医療機器に関する研究開発の推進に関する事項
（６）　難病の患者の療養生活の環境整備に関する事項
（７）　 難病の患者に対する医療等と難病の患者に対する福祉サービスに関する施策、就労の支援に関する施策そ

の他の関連する施策との連携に関する事項
（８）　その他難病に係る医療等の推進に関する重要事項

第４条　基本方針の策定

　難病の患者に対する医療等は、難病の克服を目指し、難病の患者がその社会参加の機会が確保されること及び
地域社会において尊厳を保持しつつ他の人々と共生することを妨げられないことを旨として、難病の特性に応じ
て、社会福祉その他の関連施策との有機的な連携に配慮しつつ、総合的に行われなければならない。

第２条　基本理念
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1.4 難病法における難病相談支援センター
　難病相談支援センター（以下、「センター」という。）は、難病法第 29条で「難病の患者の療養生活の質の維持向上
を支援することを目的とする施設」とされ、重要な施策のひとつとして位置づけられています。そして今後は、さら
なる機能向上が求められています（図４）。

1.5 新たな難病対策事業における難病相談支援センターの課題
　センターは地域のニーズに応じて様々な形で運営されていますが、今後、国は難病に関わる施策の充実と共にセン
ターのさらなる機能強化を図ります（図５）。

図４　難病の患者に対する医療等に関する法律　難病相談支援センター

図５　国民の理解の促進と社会参加のための施策の充実

第 29条　難病相談支援センターは、前条第 1項第 1号に掲げる事業を実施し、難病の患者の療養生活の質の維
持向上を支援することを目的とする施設とする。

2　前条第 1項第 1号に掲げる事業を行う都道府県は、難病相談支援センターを設置することができる。

3　 前条第 2項の規定による委託を受けた者は、当該委託に係る事業を実施するため、厚生労働省令で定めると
ころにより、あらかじめ、厚生労働省令で定める事項を都道府県知事に届け出て、難病相談支援センターを設
置することができる。

第 29条　難病相談支援センター
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図 6　難病相談支援センター事業

　センターは、法第 28条及び第 29条に基づき都道府県が設置することができるとされており、療養や日常生活上の
様々な問題につき、患者・家族その他の関係者からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言を行い、難病患者の療
養生活の質の維持向上を支援することを目的とする施設です。難病患者等の様々なニーズに対応するため、地域の様々
な支援機関と連携して支援を行います（図６）。
　療養生活環境整備事業実施要綱（第２ 難病相談支援センター事業：2016 年４月１日から適用）では、「難病の患者
が地域で安心して療養しながら暮らしを続けていくことができるよう、難病の患者等に対する相談・支援、地域交流
活動の促進及び就労支援などを行う拠点施設として、センターを設置する。センターにおいて、難病の患者等の療養上、
日常生活上の悩みや不安の解消、孤立感や喪失感の軽減を図るとともに、難病の患者等のもつ様々なニーズに対応し、
医療機関を始めとする地域の関係機関と連携した支援対策を一層推進するものとする。」とされています。

２．難病相談支援センターの事業
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2.1 難病相談支援センターの役割
　センターでは、難病に罹患したことで生じた問題を相談者が自身の力で解決し、新たな人生を構築するための自己
決定を支援しています（図７右）。

2.2 相談支援の特徴
　センター事業は保健所を中心とした既存の施策と有機的に連携し、事業実施にあたって、相談支援専門職である相
談支援員と難病ピア・サポーターが相互補完しながら互いの役割を果たしています。さらに就労支援においては、公
共職業安定所に配置された難病患者就職サポーターと緊密に連携しています。センターに寄せられる相談を大きく分
けると、「相談」「支援」「センター事業」「患者交流支援」に区分されます。相談内容は多岐にわたり、医療・保健・
福祉分野の専門職の配置が必要であると考えられます（図７左）。

図 7　難病相談支援センターの役割と相談内容の分析



13

第
１
章　

難
病
対
策
と
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　統一基準に基づく相談記録票の利用により、センターの相談支援の質向上と相談業務の簡便化と相談記録の安全管
理を図ることを目的に「難病相談支援センター間のネットワークシステム」事業が開始されました。

　このシステムの利用により、相談者がいつ相談しても支援が引き継がれ、相談者の個人情報が保護され、安心して
相談できる体制が整備されました。また、従来、職員の負担になっていた統計処理・各種報告についても相談記録を
つけることで自動的に処理され、ワンクリックで国の報告書に必要な統計を出すこともできます。また、データベー
スは紙媒体ではないため、災害時でも相談記録データが失われる心配がありません。
　システムの詳細については、第３章、付録（ネットワークシステムのユーザーマニュアル）をご覧ください。

療養生活環境整備事業実施要綱（第２ 難病相談支援センター事業）

（３）センター事業の運営
　⑥  公益財団法人難病医学研究財団が運営する「難病相談支援センター間のネットワークシステム」を

活用するなどし、難病の患者及びその家族からの相談内容や対応について記録し保存するとともに、
他のセンターとの連携強化・相互支援に努めること。

難病相談支援センター間ネットワークシステム
シンボルマーク

　このマークには、相談支援員同士の情報共有や、個人情報保
護に十分配慮したうえで実際の相談記録を共有し、難病相談業
務の円滑化・質の向上のため、すべての難病相談支援センター
が参加したネットワーク構築を目指すことの願いが込められて
います。

３．相談支援事業の質向上と安全のために
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１．センターの相談記録

1.1 相談記録マニュアル作成の目的
　この相談記録マニュアルは、センターの相談支援員の相談記録について、取り扱いの統一基準を定めることで、相
談者に対する相談支援の質向上を図るとともに、相談記録データを有効に活用して相談ニーズを明らかにし、センター
事業の充実や行政への提言へ繋げることを目的としています。

1.2 相談記録は支援を行った証明
　相談記録は、相談支援員にとって支援を行った唯一の証明となります。また、相談者への対応を他の相談支援員が
行う必要が生じた場合に、相談者の情報共有をするための手段となります。つまり相談記録は自分以外の相談支援員
が見るためのものであり、誰が見ても相談者や支援内容について同じように理解できるものでなければなりません。

1.3 センターの役割を意識して相談を受ける
　センターの主な役割は、相談者が課題を解決する過程に寄り添い、専門的な情報を提供し、適切な支援機関に繋げ
ることです。そのため、相談支援員は相談者の語りを丁寧に聴くことを大切にし、「相談者がなぜ相談に至ったか」に
関して情報収集し、不要な情報収集を避けて、相談者が心置きなく悩みや不安を語ることができるように配慮します。

1.4 センターの相談は匿名でも可能
　相談者は匿名で相談することが可能なため、相談支援員は相談者の年齢や住所、疾患さえも不明のまま相談を受け
ることが想定されます。相談者にとっては匿名で相談できる気軽さがありますが、継続的に相談をする場合に相談者
を特定することが難しい場合があります。そのため、必要時には相談者に相談票の番号を伝え、次回相談時に相談票
の番号を相談支援員に告げることで継続した相談対応が可能になります。

1.5 支援に必要な最小限の情報収集を心がける
　センターの役割は「相談者が課題を解決する過程に寄り添い、専門的な情報提供し、適切な支援機関に繋げること」
であるため、相談記録は年齢や住所などの連絡先、医療機関、主治医、サービスに関する情報などの個人情報に関し
ては空欄が多くなることもあります。不要な情報収集を避け、個人情報の記録は必要最小限にします。
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２．相談記録と相談件数

2.1 相談票に記入する相談
　センターによせられた全ての相談を対象とします。ただし、次のような場合は除きます。

　例） 相談ニーズを聞き、整理するなどのプロセスを必要としない他の機関の紹介、業者などの挨拶、開設時間など
の単純な問い合わせ、患者会活動などで訪れた方の雑談など。

2.2 相談件数とは
　センターの相談件数とは、センターに所属している相談支援員が、業務として相談者に対応した件数です。

2.3 相談件数を把握する目的
　センターの活動状況を把握するための指標として、一日ごと・月間・年間の利用者数を把握することにあります。

2.4 相談票に記録する相談１件の単位
　① 同日に同一相談者が、センターを複数回利用した場合には、その度に１件とカウントします。
　②  相談内容が難病に関することでなくても、初めての相談は、まずは話を聞いて相談ニーズを把握したうえで他機

関を紹介します。その場合には、１件とカウントします。
　③  センターが最初に問い合わせを受けて、相談ニーズを確認するまでに至らず、明らかに他機関が対応することが

適切だと判断して、相談者に他機関を紹介した場合には、センターの相談件数のカウントに含みません。
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　相談記録に対する説明や同意の確認については、各センターで業務上の取り決めにより、センター内での共通認識の
もと、同じように対応できるように日頃から話し合いが行われるべきでしょう。以下、いくつかの例を示します。

3.1 相談記録に対する説明と同意①：相談を始める前に伝える場合
　
　例）
　相談支援員「難病相談支援センターです。」
　相　談　者「難病のことで相談があるのですが。」
　相談支援員「 難病のことでご相談ですね。当センターではご相談の内容を記録させていただいております。相談記録

は安全に保管され、個人情報が洩れることはありません。この電話相談は、匿名でもご相談できますが、
お名前を教えていただければ記録に残し、次にご相談があった時にはお名前で過去のご相談内容を調べ
ることもできます。匿名の場合は相談票の番号をお伝えして、次回のご相談時に継続的な対応をとるこ
ともできます。」

3.2 相談記録に対する説明と同意②：記録に対して不安を抱いている場合
　相談を受けたら必ず記録をつけます。相談者によっては、自分の相談を記録されることに拒否的な方もいるかもしれ
ません。その場合には、相談内容を全て記録することはなく、支援に必要な情報を簡潔に記すのみであることを伝え、
記録に対する同意をとります。

　例）
　相談支援員「当センターでは相談記録をとらせていただいております。…（略）」
　相　談　者「全部記録されるのは、ちょっと…。なんか話しにくいな。」
　相談支援員「 たしかに、全部記録するとなると、話しにくいと感じてしまいますね。当センターの相談記録は、マニュ

アルに基づき支援に必要な情報を簡潔に記すのみです。ご相談者の個人情報を守ることが第一で、より
適切な支援を行う目的で行います。」

　相　談　者「ああ、それなら記録してもかまいませんよ。でも、今回は匿名でお願いします。」

3.3 相談記録に対する説明と同意③：相談終了後に同意を確認する場合

　例）
　 相談支援員「 当センターではご相談の内容を記録させていただいております。相談記録は安全に保管され、個人情報

が洩れることはありません。この相談記録は、次に相談をいただいた場合に以前の相談記録を確認する
ことでスムーズに相談を行うためのものです。」

　 匿名で相談を受けていた場合

　相談支援員「 この電話相談では、匿名でもご相談を受けております。匿名でのご相談の場合は相談票の番号をお伝え
して次回のご相談時に継続的な対応をとることもできます。」

　 相談者が名前を告げた場合

　相談支援員「次にご相談があった時には、お名前で過去のご相談内容を調べることができます。」

３．相談記録に対する説明と同意
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3.4 参考資料「個人情報の取り扱いについて」
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4.1 相談記録は対応した者が作成する
　相談記録票は、相談対応した相談支援員が作成します。相談記録は、業績報告のためのものでも、相談支援員の備
忘録でもなく、相談者への適切な相談支援を行うためのものであり、相談支援員が相談内容や対応を記すまでが相談
業務です。
　もしも何らかの理由で、相談支援員が記録する余裕がないのであれば、業務体制の見直し、相談支援員のスキルアッ
プ等について検討する必要があります。

4.2 記録は相談終了後に速やかに行う
　「忙しくて記録ができない」と、他の業務に追われて、相談記録は後回しになりがちですが、相談業務は記録を終了
するまでです。
　しかし、相談を受けた後に情報収集やアセスメント、対応が適切だったかを振り返りながら自ら記録することが相
談支援のスキルアップにも繋がるため、記録に時間を十分にとることが望ましいといえます。相談終了後、明確な記
憶にもとづき、記録することで記録の信頼性を高め、センター内での速やかな情報共有も可能になるため、相談記録
は少なくともその日のうちに書くように努めます。

4.3 相談記録の対象を明確にする
　相談者は本人のみならず、親や配偶者、主治医、ケアマネジャー、教師など様々な立場の人が想定されます。例えば、
本人以外からは「療養者の課題への対応が困難な場合」の相談があります。また、「病気の子どもの相談」であるものが「夫
との関係に悩んでいる母親の相談」になることもあります。そのような場合、相談対象が誰なのか不明確になりがち
です。しかし、長々と家庭内の問題について愚痴を聞いたとしても、本来の相談対象者への支援に必要な情報のみを
簡略的に記すべきです。（この場合、母の愚痴を聞いたとしても、「家族間の問題あり（母）」と簡略に記しておきます。）
　相談支援員は、自身が難病相談員という専門的な立場で相談を受けていることを常に意識して記録することが大切です。

4.4 相談記録は簡潔に、必要最小限に
　相談記録は、相談対応に必要な情報を簡潔に、適切な表現で記すことが基本ですが、他者に読まれることを前提と
するため、記録作成の際は分かりやすく具体的な表現を用います。

４．相談記録の注意点
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4.5 相談内容の要点をまとめ、相談ニーズ（相談者の課題）ごとに整理して書く
　相談記録は相談を受けた際に知り得た情報をすべて羅列して書くのではなく、相談の内容と対応が一致するように
書きます。

　例） 相談内容欄には、相談者のニーズ（課題）ごとに「1.…、2.…」とまとめ、それぞれへの対応を相談対応欄に「1.…、
2.…」と記入すると見やすくなります。

4.6 専門用語、略語は避ける
　誰が読んでも同じ理解がされるように、専門用語や略語は極力避けます。使用する場合は、一般的なものにとどめ
ます。また、心理学用語を使うよりは、現象を具体的に記した方が理解されやすいこともあります。

　例） 「確定診断を受けて混乱していた。」と記すよりも、「『医師から告げられた病名もはっきりと覚えておらず、い
ずれ車いすになると言われたことばかり思い出し、その日はどのように帰ったか覚えていなかった。』と言って
いた。」と記す方がより理解されやすいといえます。

4.7 名誉棄損につながるような表現を避ける
　相談記録によって、相談者や関係者が傷つくことがないように十分に注意します。

　例） 「服装は汚れ、悪臭がしていた。入浴は週 1回と少なかった。」という直接的な表現はよりも、「身なりに気を配
る余裕がない様子で、入浴は『週１回程度』と言っていた。」と、相談支援員の観察したことと本人の言葉を引
用した表現の方が好ましいといえます。

4.8 嘘を書かない、改ざんしない
　相談記録は相談支援員の行った相談支援の証拠です。嘘を書いたり、のちに改ざんしたりすることで、相談記録の
信頼性を損なうことになります。そのようなことを避けるためにも、相談後に記憶が新しいうちに、速やかに、対応
した相談員自身が必要な情報のみを簡潔に記録するように心がけるべきです。
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5.1 新規相談と継続相談
　センターで初めて受ける相談を「新規相談」、2回目以降を「継続相談」とします。ただし、同じ相談者からの相談でも、
相談内容が前回の相談と関連がない場合は「新規相談」として取り扱います。

ネットワークシステムでは

　「相談票作成アイコン」または相談票の「新規アイコン」をクリックすると、何も入力されていない相談票が表示されます。
継続相談の場合は、「検索」画面から、検索日の設定（１年間分が自動的に設定されています）、相談者氏名、患者氏名、病名、
相談受付者などから条件（重複可）検索をすることができます。検索条件が一部のみのあいまい検索機能もあり、わかる範
囲で検索することで、過去の相談票から相談者に関連する相談票を抽出することができます。
　検索結果は一覧表で表示され、閲覧したい相談票のアイコンをクリックすることで相談票を表示することができます。検
索後は抽出された相談票のみを、相談票の「前」「後」のアイコンをクリックすることで、めくるように閲覧することができ
ます。
　表示された相談票の「継続」アイコンをクリックすることで、相談者と相談対象者（患者）の属性はそのままで、「相談内
容」「相談対応」「相談区分」が空欄の相談票が表示されます。

5.2 相談開始、終了時間
　相談票は相談業務の証拠となるものですので、相談開始・終了時間は正確に記入します。

ネットワークシステムでは

　相談票を開いた時点で相談の「開始時間」が自動的に入力されます。相談電話を受けた時に相談票を「新規」、あるいは、
検索画面から過去の相談票を開いて「継続」をクリックして相談票を開くことで、「開始時間」を正確に記録することができ
ます。相談が終了した時には、「終了」をクリックすることで終了時刻が自動的に記録されます。ただし、面接等によりリア
ルタイムで相談票を開くことができない場合には、時刻を手動で変更します。

5.3 相談方法
　相談者の相談方法を記入します。「電話」「面接」「メール」「ＦＡＸ」「文書」等が想定されます。国の報告書では「電
話」「面接」「その他」による相談件数の集計が求められています。

ネットワークシステムでは

　システムを使った自動処理される統計に対応するために、入力欄の一部はプルダウンメニューまたは一覧から選択する方
法を用いています。それにより、相談票に入力するだけで、自動的に国への報告書（統計部分）が作成される便利な機能を
備えています。

５．相談記録の方法　－ 基本的な情報と相談者・相談対象者の属性 －
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5.4 記入者
　相談に対応し、相談票を記入した相談支援員およびピア相談員の氏名を記入します。センターにおける相談対応は、
有資格の相談支援員およびセンターの設置者が認めているピア相談員（それぞれのセンターにより名称は異なります。）
が行います。

ネットワークシステムでは

　事前に管理者が相談支援員の氏名をプルダウンメニューに設定しておくことで記入を簡便化することができます。直接入
力することもできます。

5.5 相談のきっかけ
　記入は必須ではありませんが、「センターにはどのようなきっかけでご相談されましたか？」と質問することで、相
談に至るまでの経緯を相談者から聴くことができます。必ずしも最初に聞く必要はありませんが、相談者が上手く話
を進めることができない時など、こちらから質問すると話しやすい雰囲気を作ることができます。

ネットワークシステムでは

　プルダウンメニューで選択することも直接入力することもできます。

5.6 相談者
　相談をした人のこと。匿名でも相談できることを伝え、相談者本人の希望や必要性に応じて氏名を記入します。

5.7 相談者の属性
　①本人、②家族（親戚を含む）、③その他（支援者、知人など）です。基本的に 1件の相談に対して相談票は１ですが、
例えば、本人の相談に同席した家族の悩みに対して相談支援を行った場合は、相談者を家族とした相談を 1件受けた
ものとして別に相談票を作成します。

ネットワークシステムでは

　「本人」を選択した場合は、自動的に相談対象者の欄に氏名が入力されます。

5.8 相談対象者
　相談対象者は、相談者が相談に至る理由となっている難病患者（本人）を指します。
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5.9 年齢・年代
　相談対象者の年齢または年代を記入します。

ネットワークシステムでは

　年齢を入力すると自動的に年代が入力されます。

5.10 職業
　相談対象者の職業を記入します。

　例）
　　「パート：事務（軽作業）：４時間 /３日 /週（→週 3日間、４時間ずつの事務で比較的軽作業）」
　　「正社員：工場勤務（製造ライン、やや重労働）：残業あり」「自営：農業」
　　「元教員」「元派遣社員：事務経験・パソコン経験あり」「元自営：販売業」など

5.11 保健所
　住所地を管轄している保健所名を記入（選択）します。

ネットワークシステムでは

　プルダウンメニューで選択することも直接入力することもできます。

5.12 地域
　住所地（市区町村）を記入（選択）します。

5.13 郵便番号
　郵便番号を記入します。住所は必ずしも記入する必要はありません。

　プルダウンメニューで選択することも直接入力することもできます。

ネットワークシステムでは

ネットワークシステムでは

　郵便番号を入力すると自動的に住所地が入力されます。
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5.14 団体名
　相談対象者がいない場合、例えば患者会に関する相談などは、患者会名などの団体名を記入します。

5.15 電話番号・メールアドレス
　相談後の連絡に必要な場合は、電話番号やメールアドレスを記入します。

5.16 疾患情報
　相談対象者の疾患を記入します。検査中など確定診断に至っていない場合は「診断未確定」、疾患に関して不明の場
合は「不明」、相談対象者が不在の難病に関する相談の場合は「難病全般」、その他、取材の申し込みや事業に関する問
い合わせなどは「その他」と記入します。

ネットワークシステムでは

　疾患名は五十音検索で探すことができ、クリックで入力できます。疾患名を入力すると同時に、指定難病・小児慢性特定
疾患、その他の疾患と自動的に分類され、その結果は統計にも反映されます。厚労省が指定難病・小児慢性特定疾患を追加
した場合には、難病情報センターのメンテナンスにより変更されますので、各センターでの操作は不要です。相談者の疾患
名に関する記憶があいまいな場合でも、正確な疾患名を予測することができます。さらに、難病以外の疾患の相談を受けた
場合、センター毎に管理者が疾患名を追加できる便利な機能を備えています。

5.17 発病時期
　発病時期は、症状が発現した年月を記入（入力）します。確定診断と必ずしも一致しません。進行性の神経難病など、
発病からの経過を予測するためにも役立つ情報です。確定診断の時期については備考欄に記入します。

ネットワークシステムでは

　備考欄の記入内容は、「継続」用の相談票に、相談者の属性と同様に引き継がれます。「確定診断の年月日」を記録することで、
障害年金申請手続きなどに役立つ情報を残すことができます。

5.18 病状
　病状は「安定」「不安定」「進行」「再燃」などと記入（入力）します。この情報は就労支援などに役立つ情報です。

ネットワークシステムでは

　プルダウンメニューで選択することも直接入力することもできます。

ネットワークシステムでは

　本人のものは「電話番号１・メールアドレス１」、家族のものは「電話番号２・メールアドレス２」に記入します。
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5.19 疾患情報・身体状況
　併発している疾患や主な症状を記入（入力）します。病院のカルテではないので、症状や検査数値の全てを記入す
る必要はありません。症状が多い場合は、相談内容に関連している症状を中心に記入します。

5.20 療養場所
　「自宅」「病院」「施設」などを記入（入力）します。療養場所により利用できる制度・サービス内容が違うため、確
認する必要性が高い情報です。詳細（例：「アパートの 3階、エレベーターなし」）に記入する場合は、備考欄などを
利用します。

5.21 受療機関・主治医
　医療機関（専門医、地域主治医など）の情報を記入（入力）します。相談者によっては、「主治医に知られたくない」
などの理由により、医療機関に関する情報を伝えたくないと希望する場合があります。専門医に受診できているかど
うか確認する目的で受診先の医療機関を確認する場合には、「相談内容は外部に漏れることはありません。」と相談者
に伝えます。しかし、相談対応に不要な場合は、受診先の医療機関についての情報収集は控えたほうが良いでしょう。

5.22 各種手帳・制度等の利用
　身体障害者手帳や介護保険の認定結果などを記入（入力）します。

　例）　「身障手帳１級（体幹・上下肢 1級）」「言語障害 2級」「要介護３」など

5.23 サービスの利用状況
　相談時に利用している医療・福祉サービスを記入（入力）します。

　例） 「デイサービス 2回／週（リハビリ中心）」「訪問看護３回／週」
 「訪問リハビリ 2回／週」など

5.24 その他の情報
　「就労支援に関すること」「医療講演会参加に関すること」「研修会参加に関すること」「コミュニケーション支援に関
すること」「各センター独自の事業に関すること」などの情報を見やすくし、データとして収集しやすいように整理し、
記入（入力）します。

ネットワークシステムでは

　各センターで設定できる「自由設定」の欄が４つあります。例えば「自由設定１」を「就労支援」にした場合、入力欄に
はあらかじめプルダウンメニュー（「初回面接」「難病患者就職サポーターと連絡」「支援会議参加」「ハローワークでの面接
同席」など）を設定して選択することも、直接入力することもできます。
　ネットワークシステムに入力した全てのデータは、期間を決めて検索することでエクセルデータとしてダウンロードでき
るので、4つの「自由設定」欄を有効に利用して、必要なデータ収集を行います。
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6.1 相談のタイトル　
　相談内容を記入（入力）した後、受けた相談にタイトルをつけることで、どのような相談であったかを一目で分か
るようにします。①相談者が相談に至った原因は何か、②そのために相談者はどのように困っているのか、③どんな
相談ニーズがあったか（相談者の課題は何か）を考慮して、相談内容を一言で表します。
　「相談にタイトルをつける」作業によって、相談を受けた者は相談について振り返ることができ、自分の対応が適切
だったかを考えることもできます。

6.2 相談内容・対応
　センターの相談は、主に電話相談です。電話相談は、相談者が気軽に相談できる利点がある反面、「相談者が特定で
きない」「匿名の相談がある」「情報が正確であるか確認できない」「相談対応に必要な情報収集が基本」などの特性に
より、記録欄の空欄が多くなり、相談者の全体像を相談記録から把握することはできないことが多くあります。その
点は、病院のカルテ・看護記録やソーシャルワークの記録と異なります。

　そのため、相談内容・対応の欄には必ずしも「情報収集→アセスメント→相談支援計画・実施→結果」と記述する
必要はありませんが、他の相談窓口や地域の支援機関の連絡先を情報提供したり、連携したりする経緯はできるだけ
詳細に記録する必要があります。
　次に、相談援助職の記録で一般的に使用されているSOAPについて解説します。

６．相談記録の方法　̶ 相談内容と対応 ̶
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6.3　相談内容と対応を相談ニーズごとにまとめる方法

6.4　ＳＯＡＰを使う方法
　SOAPとは「Subjective Objective Assessment Plan」の略で、以下の４つの流れを指します。

センターの相談記録では、相談内容としてＳ／Ｏ、相談対応としてＡ／Ｐを記入します。

　次に、相談内容の記入例を示します。
　記入例では〈相談内容・対応ごとに整理して記入する方法〉〈ＳＯＡＰを用いて記入する方法〉を用いています。
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6.5　相談票記入例１（ネットワークシステム使用）
　相談の内容を整理し、相談内容への対応が明確になるように工夫した記録例
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6.6　相談票記入例２（ネットワークシステム使用）
　支援内容を具体的に記録することで、継続相談時に他の相談員が対応しやすいように工夫した記録例
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6.7　相談票記入例３（ネットワークシステム使用）
　電話相談の事例について、ＳＯＡＰを使って記録してみましょう
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6.8　相談票の書き換え例１（ネットワークシステム使用）
　相談内容と対応が区別しにくい相談票から相談を内容ごとに整理して書き換えた記録例
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6.9　相談票の書き換え例２（ネットワークシステム使用）
　相談内容と対応が区別しにくい相談票　→　ＳＯＡＰを使って書き換えた記録例



第３章

難病相談支援センターネットワークシステム
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　難病相談支援センターネットワークシステム（以下、ネットワークシステム）は、2014 年度に厚生労働省の補助事
業として開始した全国のセンター間での情報共有・情報交換を目的とした電子システムです。ネットワークシステム
は難病情報センターが運用しています。

1.1 ネットワークシステムの開発の経緯と目的
　ネットワークシステム開発の経緯は 2008 年度まで遡りますが、当初、インターネットを介さない相談票の電子管理
システムと統計処理システムが構築され、全国のセンターへの導入が進められてきました。その後、個人情報管理の
ための高度なセキュリティを備え、全国のセンター間で情報共有を行うことを可能にするためのソフトウェアと、入
力された情報をインターネット上で取り扱うネットワークシステムが開発されました。
　このネットワークシステムの主な目的は、センター間の情報共有・情報交換の促進、相談業務記録の簡略化・効率化、
個人情報管理のためのセキュリティ対策、統計処理の効率化です。

1.2 ネットワークシステムの位置づけ
　「難病患者に対する医療等の総合的な推進を図るための基本的な方針」(2015 年 9月 15日厚生労働省告示第 375 号）
の、「難病患者の療養生活の環境整備に関する事項」の中で取り組みの方向性として「難病相談支援センター間のネッ
トワークの運営支援」が明言されています。また、療養生活環境整備事業実施要綱 (2016 年４月１日から適用 )の中
でも『難病医学研究財団が運営する「難病相談支援センター間のネットワークシステム」を活用して、難病の患者お
よびその家族からの相談内容や対応について記録し保存するとともに、他のセンターとの連携強化・相互支援に努め
ること』と述べられています。

1.3 ネットワークシステムの利用方法
　ネットワークシステムはインターネットに接続されたパソコンで指定のURLにアクセスし、利用します。あらかじめ、
難病情報センターを通して、IDやパスワードの設定、暗号化ネットワーク接続の設定を行う必要があります。

1.4 ネットワークシステムの構成
　ネットワークシステムは「掲示板システム」と「相談票システム」で構成されています。

掲示板システム

　掲示板システムでは、ネットワークシステムを利用している他のセンターの相談支援員との情報交換や情報共有が
可能です。困難対応事例について他の相談支援員の意見を求め情報交換を行っている例もあります。また、難病情報
センターから提供される最新の行政情報を閲覧したり、ネットワークシステムの不具合やトラブルについて直接相談
することも可能です。

相談票システム

　相談票システムには相談内容の記録のためのフォーマットが用意されており、入力した内容を保存するとそのデー
タはインターネット上のサーバ（データを保存する領域）に登録されます。登録された相談票は受付日、記入者、疾
患名、相談者などで検索が可能です。また、性別、年齢別、疾患群（名）別、相談内容別の集計や、国への報告書に
必要な集計をワンクリックで行うことができます。
　また、相談記録には個人情報が含まれるため、相談票システムは「SSL-VPN（暗号化 - 仮想化ネットワーク）」とい
う高度なセキュリティシステムで管理されています。
　付録のユーザーマニュアルでは相談票システムの使い方について詳しく説明しています。

１．難病相談支援センターネットワークシステムとは
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2.1 情報と通信の二重暗号化システム
　相談票システムでは相談者や対象者の個人情報を取り扱いますので「SSL-VPN（暗号化 - 仮想化ネットワーク）」
という高度なセキュリティ対策を備えています。SSLとは相談票データを暗号化するしくみのことで、VPNはその暗
号化したデータを送るための専用通信のことです。VPNでデータを送るためにはあらかじめ認証が必要で、外部から
のアクセスはできません。つまり、相談票システムは情報（SSL）と通信 (VPN) の二重の暗号化システムを備えてい
ます。
　暗号化された相談票データは難病情報センターが管理するサーバに蓄積されますが、データは暗号化されたままの
状態で保存されます。暗号化された相談票データを閲覧、再編集できるのは、そのデータを作成・保存したセンター
のみです。

２．相談票システムのセキュリティシステム

2.2 相談票は本当に安心なの？便利なの？　－情報管理の視点から－
　インターネットを介して個人情報を取り扱う際に、多くの方が懸念されるのが情報漏洩や流出のリスクです。しかし、
ネットワークシステムはこれまでに述べたようなセキュリティシステムを備えています。もちろん完璧なしくみという
ものは存在せず、それはインターネットに接続していない電子管理システムでも紙媒体での管理システムでも同様です。
　情報流出は細かくみると以下のステップに分けられ、情報管理対策についてはこの３つのステップ別に考える必要が
あります。
　　①　情報の漏洩・紛失
　　②　情報の読み取り
　　③　情報の悪用
　紙媒体で情報管理している場合は、情報漏洩した時点で情報が読み取られてしまうため悪用のリスクが非常に高くな
ります。独自の電子管理システムではパソコンやデータにパスワードを設定することで情報の読み取りを防ぐことがで
きますが、膨大なデータを暗号化する手間やパスワードを変更時の手間など管理が煩雑になります。一方、ネットワー
クシステムでは情報を守る回路 (VPN) によって情報漏洩を防ぎます。万が一、情報が漏洩しても相談票データを保存
すると同時にデータが暗号化されているため（SLL）、秘密鍵がなければデータを開くことはできません。

2.3 もし情報が漏洩してしまったときに
　情報管理対策においては情報漏洩が起こった際の対応まで考える必要があります。ネットワークシステムでは、万が
一、情報漏洩が起こった際、「いつ・どんな情報が漏洩したか」が分かるようになっているため、迅速かつ適切な対応
をすることが可能となります。紙媒体での管理や独自の電子管理において漏洩状況を把握するのは非常に煩雑です。
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2.4 バックアップ機能
　相談票システムのセキュリティシステムはバックアップ機能としても非常に有用です。相談票データは外部のサー
バに保存されていますので、万が一、センターが被災したり、相談票を保存しているパソコンが壊れてしまったりし
ても、外部サーバから最新のデータを復元することができます。紙媒体での管理や独自の電子管理でバックアップす
る場合には、バックアップしたデータに対してもセキュリティ対策をとる必要があり、非常に手間がかかります。
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　相談票を公開すると相談票システムを利用している別のセンターの相談支援員も閲覧することが可能になります。
公開された相談票には相談者や対象者などの個人情報は含まれません。

　2015 年に施行された難病法のもと、医療費助成の対象疾病が従来の 56疾患から 300 疾患を超えることとなりまし
た。これらには超希少疾患と言われるような、国内の患者数が 100 人に満たないものが含まれます。今後センターで
はこれまで相談を受けたことのない疾患が増加すると予想され、相談記録の全国共有の重要性がますます高まってい
ます。

　相談票システムで相談票を公開登録（任意かつ相談票ごとに選択が可能）すると、相談票システムを利用している
他のセンターでも閲覧することが可能になり、それをきっかけにより具体的な情報共有や連携体制の構築に繋がるこ
とが期待されています。公開される相談票は個人情報を含みませんが、全国での情報共有に向けては相談票記録や個
人情報取り扱いの一律化などの課題が挙げられます。そのため疾患名や相談区分に関する統計情報の共有から始めて
いくことも検討されています。

３．相談票の公開による各センター間の情報共有と今後の課題
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1．はじめに

1.1 本書の目的
　本書は難病相談支援ネットワークシステムの活用における基本マニュアルです。
　アプリケーションを使用するユーザの情報管理と、各種設定、登録するまでの使用方法を機能別に解説します。

1.2 機能一覧
名　　称 説　　明

HOME 相談票新規登録・掲示板閲覧・お問い合わせ・ログアウト・お
知らせ・メンテナンス履歴の確認ができます。

相談票
相談者、対象者の相談状況の一覧確認・検索・検索結果の
CSVダウンロード、及び相談者、対象者からの相談の継続登録・
新規登録が行えます。

プルダウンメニューの変更 相談票内の登録時に使用するプルダウンメニューの登録、編集、
削除ができます。

疾患の変更 指定難病及び指定難病外の疾患の登録、編集、削除ができます。
相談内容区分の変更 相談内容区分の登録、編集、削除ができます。
システム管理 拠点情報の管理、ユーザの管理ができます。

統計 相談者、対象者からの相談内容のデータから分野ごとに統計を
取得できます。またレポート作成、一括印刷も行えます。

データ管理 旧データをアップロードし、当システムへ移行できます。
ログアウト システムからのログアウトができます。

1.3 ユーザー権限一覧
名　　称 説　　明

システム管理者

•各センターのアカウントを新規登録できます。
•各センター管理者のアカウントを新規登録できます。
•相談票の登録はできません。
•各センターの秘密鍵の生成、閲覧はできません。

センター管理者

•自センターの管理者アカウントを編集できます。
• 自センターの利用者アカウントの新規登録と編集ができま
す。
•自センターの秘密鍵の登録、変更ができます。
•相談票の登録ができます。

センター利用者 •自アカウントの編集ができます。
•相談票の登録ができます。
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2．アプリケーション

2.1 アプリケーション（難病相談支援ネットワークシステム）の起動
　ブラウザ（推奨 IE9 以上）を起動します。
　次に以下のURLを入力しアクセスすると、ログイン画面が起動します。
※　本システムを利用するPC端末は、センター管理者による初期設定が必要です。
※　 各センター管理者は初期設定マニュアル「難病相談支援ネットワーク導入準備」を参照ください。このマニュア

ルは難病情報センターから支給されます。
　VPN接続の場合　http://172.16.0.1
　SSL接続の場合　https://133.242.135.244/

2.2 ログイン
　アプリケーションを起動すると、ログイン画面が表示されます。
　Username、Password を入力し、 ログインボタンをクリックしてください。

No 名　　称 説　　明
① Username ユーザ名を入力してください。
② Password パスワードを入力してください。

③ ログイン 入力したアカウント名・パスワードでアプリケーションにログ
インします。

①

②

③
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 3．ＨＯＭＥ

　相談票新規作成、ログアウト、お知らせ、システムメンテナンス履歴の確認ができます。

No 名　　称 説　　明
① 相談票 ユーザーの相談内容の新規登録ができます。
② ログアウト アプリケーションからログアウトできます。
③ お知らせ アプリケーション開発者からのお知らせを確認できます。

④ システムメンテナン
ス履歴

アプリケーションのシステムメンテナンスの履歴が確認できま
す。

⑤ 相談票 相談票の検索・一覧、及び新規登録画面へ移動します。

⑥ プルダウンメニュー
の変更 プルダウンメニュー変更画面に移動します。

⑦ 疾患の変更 疾患の変更画面に移動します。
⑧ 相談内容区分の変更 相談内容区分の変更画面に移動します。
⑨ システム管理 システム管理画面に移動します。
⑩ 統計 相談者、対象者からの相談の統計画面に移動します。
⑪ データ管理 データ管理画面に移動します。
⑫ 説明書等 ネットワークシステム、掲示板マニュアルへリンクします。
⑬ ログアウト アプリケーションからログアウトできます。
⑭ 病気の解説 難病情報センター「病気の解説」へリンクします。

① ②

③ ④

⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
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　相談者、対象者からの相談内容の検索・一覧の確認、新規登録ができます。

4.1　「相談票」検索・一覧
　相談者、対象者の相談内容の検索、及び一覧での表示、編集ができます。
検索できる相談票は「自センターで登録した相談票すべて」と「“他拠点に公開する”と設定された他センターで登録
した相談票」のみです。ただし、オレンジ枠以外の部分は個人情報として保護されており、暗号化されています。そ
のため、公開設定しても他センターのアカウントでは見ることはできません。

No 名　　称 説　　明

① 全入力データ
ダウンロード

検索条件に一致した相談票をCSV形式でダウンロードできま
す。

② 編集 アイコンをクリックすると該当する相談票が開き、内容を閲覧
することができます。相談票を登録、編集、削除できます。

4．相談票

①

②
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4.1.1　「相談票」検索画面
　相談者、対象者の相談内容をキーワードや疾患名などから検索することができます。

　検索ボタンを押すと
　絞り込み設定するための画面が表示されます。

No 名　　称 説　　明
① 検索 検索マークをクリックし、検索画面の開閉ができます。

② オレンジ枠項目 全国の相談票の公開項目から一致するキーワードを抽出して絞
り込みます。

③ 拠点名 拠点名をプルダウンメニューから選択し、拠点から相談票を検
索できます。

④ 受付日
相談を受け付けた日から相談票を検索できます。また、カレン
ダーをクリックすることにより日付を指定することができま
す。初期値は現在日から過去１年前まで。

⑤ 受付番号 相談票を受け付けた番号から相談票を検索できます。
⑥ 対象者名 罹患している方の名前から相談票を検索できます。
⑦ 疾患名 罹患している疾患から相談票を検索できます。
⑧ 記入者 相談表を記入した担当者から相談票を検索できます。
⑨ 相談者 相談者の名前から相談票を検索できます。

⑩ 自由設定
管理者が指定した事柄からの相談票を検索できます。また自由
設定の編集は「相談内容区分の変更」、及び「プルダウンメニュー
の変更」からできます。

⑪ 公開設定 公開・非公開をプルダウンメニューから選択し相談票を検索で
きます。

⑫ 相談種別 相談種別をプルダウンメニューから選択し相談票を検索できま
す。

➡

①

⑮
⑬⑭

④　 ⑤
⑧ ⑨

②
⑥
⑩
⑪

③
⑦

⑫
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⑬ 新規 /継続 相談者の種別をプルダウンメニューから選択し相談票を検索で
きます。

⑭ 検索 ①から⑬までで記入または選択した内容から相談票を、検索ボ
タンをクリックして検索します。

⑮ 検索・一覧 相談票の検索画面、また一覧を表示します。

4.1.2　相談票　一覧画面
　相談票を受け付けた一覧を表示し、相談票を編集できます。

No 名　　称 説　　明
① 編集 相談票を表示し、相談票を登録、編集、削除できます
② 受付番号 相談を受け付けた番号が表示されます。
③ 日付 相談を受け付けた日付が表示されます。
④ 相談者 相談されてきた方の名前が表示されます。
⑤ 対象者 罹患している方の名前が表示されます。
⑥ 記入者 相談票を記入した方の名前が表示されます。
⑦ 疾患名 罹患している疾患名が表示されます。
⑧ 相談内容 相談票に記入されている相談内容が表示されます。
⑨ 受付件数 相談票の受付件数、及び表示されている相談件数を表示します。

⑩ 全入力データ
ダウンロード

検索ヒットした相談票をCSVでダウンロードできます。ただ
し、他センターの個人情報は暗号化され見る事はできません。

⑪ ページング 検索結果が複数ページある場合に表示されます。ページ番号ま
た「次へ」を押すと別の検索結果ページに移動します。

①

⑨
⑪

② ③ ④ ⑤ ⑥
⑩

⑧⑦
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4.2　相談票　新規登録
　相談票の新規登録ができます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑭ ⑮
⑯ ⑰

⑱

㉚
35
39
43

44
47
49 50
51

54

55

57

56

58

59 

60 61 62 63 64 

65 

53

52

48                             

4645

42
4140

36 37 38
㉛ 32 33 34

⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓

㉔ ㉕ ㉗ ㉘ ㉙㉖

⑩ ⑪ ⑫ ⑬
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No 名　　称 説　　明
① 新規登録 相談票の新規登録画面を表示します。
② 継続相談 すでに登録されている相談票のデータを引き継ぎます。
③ ＜ 最初の相談票に移動します。
④ 前ページ ひとつ前の相談票に移動します。
⑤ 編集 既に登録されている相談票を編集できます。
⑥ 後ページ ひとつ後の相談票に移動します。
⑦ ＞ 最後の相談に移動します。
⑧ 登録 相談票を登録します。
⑨ レポート 相談内容が相談記録の形で表示、印刷ができます。
⑩ 印刷 相談票を印刷できます。
⑪ 戻る 「Ctrl+Z」で戻れます。のメッセージを表示します。

⑫ 削除 「編集」ボタンを押してから「削除」ボタンで相談票を削除で
きます。削除後に復元はできません。

⑬ 終了 相談票画面を閉じます。
⑭ 拠点 どのセンターで入力したかが表示されます。
⑮ 他拠点に公開 他のセンターに公開するか、しないかを選択できます。

⑯ 相談 相談内容が個別相談・難病全般に関するものか、相談以外の内
容かを選択できます。

⑰ 受付番号 相談票を受け付けた番号を表示します。
⑱ 受付日 相談を受け付けた日が表示されます。
⑲ 開始 相談を開始した時間を表示します。
⑳ 終了 相談を終了した時間を表示します。
㉑ 相談時間 相談を受け付けていた時間を表示します。
㉒ 相談方法 相談を受けた方法をプルダウンメニューより選択できます。

㉓ 記入者 相談を受け、記入したユーザをプルダウンメニューより選択、
または記入できます。

㉔ 新規 新規相談の場合選択されます。
㉕ 継続 継続相談の場合選択されます。

㉖ 相談のきっかけ 相談に至るきっかけになった事柄をプルダウンメニューより選
択できます。

㉗ 相談者 相談をしてきた方の名前を記入します。

㉘ 対象との関係 罹患している方と相談者の関係をプルダウンメニューより選択
できます。

㉙ 関係 2 家族、支援者を選択した場合にプルダウンメニューより選択で
きます。

㉚ 対象者名 罹患されている方の名前を記入します。
㉛ 年齢 対象者の年齢を記入します。

32 年代 対象者の年齢に応じて自動で選択されます。年代のみの選択も
可能。

33 性別 対象者の性別をプルダウンメニューより選択できます。必ずご
記入ください。

34 職業 対象者の職業を記入します。
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35 保健所管轄 保健所管轄を記入します。
36 地域 対象者の居住する地域を選択できます。
37 郵便番号 対象者または相談者の居住地の郵便番号を記入します。
38 住所 対象者または相談者の居住している住所を記入します。
39 団体名など 対象者がいない場合に患者会等の団体名を記入します。
40 電話 対象者または相談者の電話番号を記入します。
41 携帯 対象者または相談者の携帯電話の番号を記入します。
42 メール 対象者または相談者のメールアドレスを記入します。
43 病気の分類 疾患情報から疾患名を選択すると自動で分類が表示されます。

44 疾患情報 疾患情報をクリックすると疾患情報を検索し、病名や状況を選
択できます。必ずご記入ください。

45 発病時期 対象者の発病した年、月の時期をプルダウンメニューから選択
できます。

46 病状 対象者の病気の現在の状況をプルダウンメニューより選択でき
ます。

47 疾患情報・身体状況 対象者の疾患の補足情報、及び身体の状況を記入します。

48 療養場所 対象者の療養している場所をプルダウンメニューより選択でき
ます。

49 受療機関 対象者が受療している病院、診療所等の機関を記入します。複
数の機関で受療している場合は２にも記入できます。

50 主治医 対象者の罹患している疾患の主治医の名前を記入します。複数
の機関で受療している場合は２にも記入できます。

51 各種手帳・制度等の
利用

介護手帳の有無、要介護、要支援等の状況の記載、介護制度の
使用状況等を記入します。

52 サービスの利用状況 訪問看護、訪問リハビリ、ケアマネージャーとの相談等の状況
を記入します。

53 自由設定 プルダウンメニューの変更よりプルダウンメニューを編集し、
適した内容に変更できます。

54 相談のタイトル 相談内容に関するタイトルを記入します。
55 相談内容 (非公開 ) 他の拠点に公開しない相談内容を記入します。
56 対応 (非公開 ) 他の拠点に公開しない対応を記入します。
57 相談内容 相談者、対象者からの相談内容を記入します。
58 対応 相談者、対象者への対応を記入します。
59 備考 相談内容等にまつわる特記事項等を記入します。
60 区分 2 相談時の状況、対象者の状況を記入します。
61 区分 3 相談時の疾患への認識状況を記入します。
62 区分 4 相談時の対象者、相談者の心情等の状況を記入します。

63 対応 区分 2から 4の相談を受けて、ユーザの対応をプルダウンメ
ニューから選択できます。

64 連携先関係機関 相談内容を連絡、共有する連携機関をプルダウンメニューから
選択できます。

65 更新日時 最後に相談票を更新した日時が表示されます。
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5．プルダウンメニューの変更

　相談票内のプルダウンメニューを変更できます。

5.1　プルダウンメニューの変更
　相談票に記載されているプルダウンメニューを選択し編集できます。

No 名　　称 説　　明

① プルダウンメニュー
の変更 プルダウンメニュー内の各選択肢を編集、削除できます。

② 相談方法 相談者からの相談方法のプルダウンメニューを編集できます。

③ 相談のきっかけ 相談者からの相談のきっかけのプルダウンメニューを編集でき
ます。

④ 対象との関係 相談者の対象者との関係のプルダウンメニューを編集できま
す。

⑤ 年代 対象者の年代のプルダウンメニューを編集できます。
⑥ 性別 対象者の性別のプルダウンメニューを編集できます。
⑦ 保健所管轄 保健所管轄のプルダウンメニューを編集できます。
⑧ 地域 対象者の居住する地域のプルダウンメニューを編集できます。
⑨ 病状 対象者の病状のプルダウンメニューを編集できます。
⑩ 療養場所 対象者の療養場所のプルダウンメニューを編集できます。

⑪ 各種手帳・制度等の
利用

対象の各種手帳・制度等の利用のプルダウンメニューを編集で
きます。

⑫ 自由設定タイトル 自由設定のタイトルを編集できます。
⑬ 自由設定 相談内容に沿った選択肢を設定、編集できます。

⑭ 対応 相談者、対象者からの相談に対する対応のプルダウンメニュー
を編集できます。

⑮ 連携先関係機関 連携先関係機関のプルダウンメニューを編集できます。

①
②

③
④

⑤
⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

⑫
⑬

⑭
⑮
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5.2　プルダウンメニューの管理
　各項目のプルダウンメニューの管理、編集ができます。

5.2.1　「相談方法」管理
　対象者からの「相談方法」の管理の一覧確認、または編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

① 「相談方法」管理 相談票の「相談方法」のプルダウンメニューの管理画面である
ことを表示します。

② 「相談方法」管理の作成 相談票の「相談方法」のプルダウンメニューの新たな選択肢を
作成、追加できます。

③ 検索 「相談方法」のプルダウンメニューの一覧より検索できます。
④ ＩＤ 「相談方法」のプルダウンメニューのＩＤを表示します。

⑤ 利用
「相談方法」のプルダウンメニューの利用の有無を表示します。
編集画面で「利用しない」に設定すると「×」になり、プルダ
ウンに表示されなくなります。

⑥ 設定拠点ＩＤ 「相談方法」のプルダウンメニューの選択肢を設定した拠点の
ＩＤを表示します。

⑦ 内容 相談票の「相談方法」のプルダウンメニューに表示される選択
肢を表示します。

⑧ メモ 「相談方法」の補足、特筆事項等を表示します。

⑨ Ｒａｎｋ 相談票の「相談方法」のプルダウンメニューの優先順位が表示
されます。

⑩ 編集 相談票の「相談方法」のプルダウンメニューの編集画面に移動
します。

⑪ 削除 相談票の「相談方法」のプルダウンメニューの削除画面に移動
します。

①② ③

④

⑩⑪

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨

（　　）

⑩⑪
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5.2.2　「相談方法」管理の編集
　相談票の「相談方法」のプルダウンメニューの編集ができます。

No 名　　称 説　　明
① 「相談方法」管理の編集「相談方法」の管理編集の画面を表示します。
② 戻る 「相談方法」の管理、一覧画面に戻ります。

③ 利用 相談票のプルダウンメニューの選択肢として利用の有無を選択
できます。

④ 内容 相談票の「相談方法」のプルダウンメニューで表示される選択
肢を編集できます。

⑤ m em o 「相談方法」の選択肢の補足、特記事項等が記入できます。

⑥ Ｒａｎｋ
相談票の「相談方法」のプルダウンメニューに表示される優先
順位を設定できます。１がプルダウンの一番上で、数が増える
と下になります。

⑦ 登録する 「相談方法」のプルダウンメニューとして記入した内容を登録
できます。

⑧ キャンセル 「相談方法」のプルダウンメニューとして記入した内容をキャ
ンセルできます。

①

③
④
⑤
⑥

⑦ ⑧

②
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5.2.3　「相談のきっかけ」管理
　相談者、および対象者の「相談のきっかけ」の一覧確認、または編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

① 「相談のきっかけ」管理 相談票の「相談のきっかけ」のプルダウンメニューの管理画面
であることを表示します。

② 「相談のきっかけ」管
理の作成

相談票の「相談のきっかけ」のプルダウンメニューの新たな選
択肢を作成、編集できます。

③ 検索 「相談のきっかけ」のプルダウンメニューの一覧より検索がで
きます。

④ ＩＤ 「相談のきっかけ」のプルダウンメニューのＩＤを表示します。

⑤ 利用 「相談のきっかけ」のプルダウンメニューの利用の有無を表示
します。

⑥ 設定拠点ＩＤ 「相談のきっかけ」のプルダウンメニューの選択肢の設定をし
た拠点のＩＤを表示します。

⑦ 内容 相談票に「相談のきっかけ」のプルダウンメニューに表示され
る選択肢を表示します。

⑧ メモ 「相談のきっかけ」の補足、特記事項等を表示します。

⑨ Ｒａｎｋ 相談票の「相談のきっかけ」のプルダウンメニューの優先順位
を設定できます。

⑩ 編集 相談票の「相談のきっかけ」のプルダウンメニューの編集画面
に移動します。

⑪ 削除 相談票の「相談のきっかけ」のプルダウンメニューの削除画面
に移動します。

①
② ③

④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨
⑩⑪
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5.2.4　「相談のきっかけ」管理の編集
　相談票の「相談のきっかけ」のプルダウンメニューの編集ができます。

No 名　　称 説　　明

① 「相談のきっかけ」管
理の編集 「相談のきっかけ」の管理編集の画面を表示します。

② 戻る 「相談のきっかけ」の管理、一覧画面に戻ります。

③ 利用 相談票のプルダウンメニューの選択肢として利用の有無を選択
できます。

④ 内容 相談票の「相談のきっかけ」のプルダウンメニューで表示され
る選択肢を編集できます。

⑤ m em o 「相談のきっかけ」の選択肢の補足、特記事項等が記入できます。

⑥ Ｒａｎｋ 相談票の「相談のきっかけ」のプルダウンメニューに表示され
る優先順位を設定できます。

⑦ 登録する 「相談のきっかけ」のプルダウンメニューとして記入した内容
を登録できます。

⑧ キャンセル 「相談きっかけ」のプルダウンメニューとして記入した内容を
キャンセルできます。

①

②③
④
⑤
⑥

⑦ ⑧
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5.2.5　「対象との関係」管理
　相談票の相談者の「対象との関係」の一覧確認、または編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

① 「対象との関係」管理 相談票の「対象との関係」のプルダウンメニューの管理画面で
あることを表示します。

② 「対象との関係」管理
の作成

相談票の「対象との関係」のプルダウンメニューの新たな選択
肢を作成、編集できます。

③ 検索 「対象との関係」のプルダウンメニューの一覧より検索ができ
ます。

④ ＩＤ 「対象との関係」のプルダウンメニューのＩＤを表示します。

⑤ 利用 「対象との関係」のプルダウンメニューの利用の有無を表示し
ます。

⑥ 設定拠点ＩＤ 「対象との関係」のプルダウンメニューの選択肢の設定をした
拠点のＩＤを表示します。

⑦ 内容 相談票に「対象との関係」のプルダウンメニューに表示される
選択肢を表示します。

⑧ 関係２ 相談票の「対象との関係」に追記で選択肢を増やし、プルダウ
ンメニューに表示される選択肢を表示します。

⑨ Ｒａｎｋ 相談票の「対象との関係」のプルダウンメニューの優先順位を
設定できます。

⑩ 編集 相談票の「対象との関係」のプルダウンメニューの編集画面に
移動します。

⑪ 削除 相談票の「対象との関係」のプルダウンメニューの削除画面に
移動します。

①② ③

④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨
⑩⑪
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5.2.6　「対象との関係」管理の編集
　相談票の「対象との関係」のプルダウンメニューが編集できます。

No 名　　称 説　　明

① 「対象との関係」管理
の編集 「対象との関係」の管理編集の画面を表示します。

② 戻る 「対象との関係」の管理、一覧画面に戻ります。

③ 利用 相談票のプルダウンメニューの選択肢として利用の有無を選択
できます。

④ 内容 相談票の「対象との関係」のプルダウンメニューで表示される
選択肢を編集できます。

⑤ 関係２ 相談票の「対象との関係」に関係２として、追記で選択肢をプ
ルダウンメニューに設定できます。

⑥ Ｒａｎｋ 相談票の「対象との関係」のプルダウンメニューに表示される
優先順位を設定できます。

⑦ 登録する 「対象との関係」のプルダウンメニューとして記入した内容を
登録できます。

⑧ キャンセル 「対象との関係」のプルダウンメニューとして記入した内容を
キャンセルできます。

①

②

②

③
④
⑤

⑥
⑦ ⑧
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5.2.7　「年代」管理
　相談票の対象者の「年代」を一覧表示、編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

① 「年代」管理 相談票の「年代」のプルダウンメニューの管理画面であること
を表示します。

② 「年代」管理の作成 相談票の「年代」のプルダウンメニューの新たな選択肢を作成、
編集できます。

③ 検索 「年代」のプルダウンメニューの一覧より検索ができます。
④ ＩＤ 「年代」のプルダウンメニューのＩＤを表示します。
⑤ 利用 「年代」のプルダウンメニューの利用の有無を表示します。

⑥ 設定拠点ＩＤ 「年代」のプルダウンメニューの選択肢の設定をした拠点のＩＤ
を表示します。

⑦ 内容 相談票に「年代」のプルダウンメニューに表示される選択肢を
表示します。

⑧ 年齢範囲 相談票の「年代」にあてはまる年齢範囲を表示します。

⑨ Ｒａｎｋ 相談票の「年代」のプルダウンメニューの優先順位を設定でき
ます。

⑩ 編集 相談票の「年代」のプルダウンメニューの編集画面に移動しま
す。

⑪ 削除 相談票の「年代」のプルダウンメニューの削除画面に移動しま
す。

①②

④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨

③

⑩⑪
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5.2.8　「年代」管理の編集
　相談票の「年代」のプルダウンメニューが編集できます。

No 名　　称 説　　明
① 「年代」管理の編集 「年代」の管理編集の画面を表示します。
② 戻る 「年代」の管理、一覧画面に戻ります。

③ 利用 相談票のプルダウンメニューの選択肢として利用の有無を選択
できます。

④ 内容 相談票の「年代」のプルダウンメニューで表示される選択肢を
編集できます。

⑤ 年齢範囲 相談票の「年代」に当てはまる年齢範囲を設定できます。

⑥ Ｒａｎｋ 相談票の「年代」のプルダウンメニューに表示される優先順位
を設定できます。

⑦ 登録する 「年代」のプルダウンメニューとして記入した内容を登録でき
ます。

⑧ キャンセル 「年代」のプルダウンメニューとして記入した内容をキャンセ
ルできます。

①

②

②

③
④
⑤

⑥

⑦ ⑧
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5.2.9　「性別」管理
　相談票の「性別」の一覧確認、編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

① 「性別」管理 相談票の「性別」のプルダウンメニューの管理画面であること
を表示します。

② 「性別」管理の作成 相談票の「性別」のプルダウンメニューの新たな選択肢を作成、
編集できます。

③ 検索 「性別」のプルダウンメニューの一覧より検索ができます。
④ ＩＤ 「性別」のプルダウンメニューのＩＤを表示します。
⑤ 利用 「性別」のプルダウンメニューの利用の有無を表示します。

⑥ 設定拠点ＩＤ 「性別」のプルダウンメニューの選択肢の設定をした拠点のＩＤ
を表示します。

⑦ 内容 相談票に「性別」のプルダウンメニューに表示される選択肢を
表示します。

⑧ メモ 相談票の「性別」の選択肢に補足、特記事項がある場合に表示
されます。

⑨ Ｒａｎｋ 相談票の「性別」のプルダウンメニューの優先順位を設定でき
ます。

⑩ 編集 相談票の「性別」のプルダウンメニューの編集画面に移動しま
す。

⑪ 削除 相談票の「性別」のプルダウンメニューの削除画面に移動しま
す。

①②

④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ③

⑨
⑩⑪
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5.2.10　「性別」管理の編集
　相談票の「性別」のプルダウンメニューが編集できます。

No 名　　称 説　　明
① 「性別」管理の編集 「性別」の管理編集の画面を表示します。
② 戻る 「性別」の管理、一覧画面に戻ります。

③ 利用 相談票のプルダウンメニューの選択肢として利用の有無を選択
できます。

④ 内容 相談票の「性別」のプルダウンメニューで表示される選択肢を
編集できます。

⑤ m em o 相談票の「性別」の補足、特記事項がある場合に記入します。

⑥ Ｒａｎｋ 相談票の「性別」のプルダウンメニューに表示される優先順位
を設定できます。

⑦ 登録する 「性別」のプルダウンメニューとして記入した内容を登録でき
ます。

⑧ キャンセル 「性別」のプルダウンメニューとして記入した内容をキャンセ
ルできます。

①

②

②

③
④
⑤
⑥

⑦ ⑧
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5.2.11　「保健所管轄」管理
　相談票の「保健所管轄」管理に一覧表示、編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

① 「保健所管轄」管理 相談票の「保健所管轄」のプルダウンメニューの管理画面であ
ることを表示します。

② 「保健所管轄」の作成 相談票の「保健所管轄」のプルダウンメニューの新たな選択肢
を作成、編集できます。

③ 検索 「保健所管轄」のプルダウンメニューの一覧より検索ができま
す。

④ ＩＤ 「保健所管轄」のプルダウンメニューのＩＤを表示します。

⑤ 利用 「保健所管轄」のプルダウンメニューの利用の有無を表示しま
す。

⑥ 設定拠点ＩＤ 「保健所管轄」のプルダウンメニューの選択肢の設定をした拠
点のＩＤを表示します。

⑦ 内容 相談票に「保健所管轄」のプルダウンメニューに表示される選
択肢を表示します。

⑧ メモ 相談票の「保健所管轄」の選択肢に補足、特記事項がある場合
に表示されます。

⑨ Ｒａｎｋ 相談票の「保健所管轄」のプルダウンメニューの優先順位を設
定できます。

⑩ 編集 相談票の「保健所管轄」のプルダウンメニューの編集画面に移
動します。

⑪ 削除 相談票の「保健所管轄」のプルダウンメニューの削除画面に移
動します。

、

、

、

、

、

、

①②

④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ③

⑨
⑩⑪
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5.2.12　「保健所管轄」管理の編集
相談票の「保健所管轄」のプルダウンメニューが編集できます。

No 名　　称 説　　明

① 「保健所管轄」管理の
編集 「保健所管轄」の管理編集の画面を表示します。

② 戻る 「保健所管轄」の管理、一覧画面に戻ります。

③ 利用 相談票のプルダウンメニューの選択肢として利用の有無を選択
できます。

④ 内容 相談票の「保健所管轄」のプルダウンメニューで表示される選
択肢を編集できます。

⑤ m em o 相談票の「保健所管轄」の補足、特記事項がある場合に記入し
ます。

⑥ Ｒａｎｋ 相談票の「保健所管轄」のプルダウンメニューに表示される優
先順位を設定できます。

⑦ 登録する 「保健所管轄」のプルダウンメニューとして記入した内容を登
録できます。

⑧ キャンセル 「保健所管轄」のプルダウンメニューとして記入した内容をキャ
ンセルできます。

、

①

②

②

③
④
⑤
⑥

⑦ ⑧
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5.2.13　「地域」管理
　相談票の「地域」の一覧確認、編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

① 「地域」管理 相談票の「地域」のプルダウンメニューの管理画面であること
を表示します。

② 「地域」管理の作成 相談票の「地域」のプルダウンメニューの新たな選択肢を作成、
編集できます。

③ 検索 「地域」のプルダウンメニューの一覧より検索ができます。
④ ＩＤ 「地域」のプルダウンメニューのＩＤを表示します。
⑤ 利用 「地域」のプルダウンメニューの利用の有無を表示します。

⑥ 設定拠点ＩＤ 「地域」のプルダウンメニューの選択肢の設定をした拠点のＩＤ
を表示します。

⑦ 内容 相談票に「地域」のプルダウンメニューに表示される選択肢を
表示します。

⑧ メモ 相談票の「地域」の選択肢に補足、特記事項がある場合に表示
されます。

⑨ Ｒａｎｋ 相談票の「地域」のプルダウンメニューの優先順位を設定でき
ます。

⑩ 編集 相談票の「地域」のプルダウンメニューの編集画面に移動しま
す。

⑪ 削除 相談票の「地域」のプルダウンメニューの削除画面に移動しま
す。

①
②

⑩⑪
④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨

③
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5.2.14　「地域」管理の編集
　相談票の「地域」のプルダウンメニューが編集できます。

No 名　　称 説　　明
① 「地域」管理の編集 「地域」の管理編集の画面を表示します。
② 戻る 「地域」の管理、一覧画面に戻ります。

③ 利用 相談票のプルダウンメニューの選択肢として利用の有無を選択
できます。

④ 内容 相談票の「地域」のプルダウンメニューで表示される選択肢を
編集できます。

⑤ m em o 相談票の「地域」の補足、特記事項がある場合に記入します。

⑥ Ｒａｎｋ 相談票の「地域」のプルダウンメニューに表示される優先順位
を設定できます。

⑦ 登録する 「地域」のプルダウンメニューとして記入した内容を登録でき
ます。

⑧ キャンセル 「地域」のプルダウンメニューとして記入した内容をキャンセ
ルできます。

①

②

②

③
④
⑤
⑥

⑦ ⑧
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5.2.15　「病状」管理
　相談票の「病状」の一覧確認、編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

① 「病状」管理 相談票の「病状」のプルダウンメニューの管理画面であること
を表示します。

② 「病状」管理の作成 相談票の「病状」のプルダウンメニューの新たな選択肢を作成、
編集できます。

③ 検索 「病状」のプルダウンメニューの一覧より検索ができます。
④ ＩＤ 「病状」のプルダウンメニューのＩＤを表示します。
⑤ 利用 「病状」のプルダウンメニューの利用の有無を表示します。

⑥ 設定拠点ＩＤ 「病状」のプルダウンメニューの選択肢の設定をした拠点のＩＤ
を表示します。

⑦ 内容 相談票に「病状」のプルダウンメニューに表示される選択肢を
表示します。

⑧ メモ 相談票の「病状」の選択肢に補足、特記事項がある場合に表示
されます。

⑨ Ｒａｎｋ 相談票の「病状」のプルダウンメニューの優先順位を設定でき
ます。

⑩ 編集 相談票の「病状」のプルダウンメニューの編集画面に移動しま
す。

⑪ 削除 相談票の「病状」のプルダウンメニューの削除画面に移動しま
す。

①
②

④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨

③

⑩⑪
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5.2.16　「病状」管理の編集
相談票の「病状」のプルダウンメニューが編集できます。

No 名　　称 説　　明
① 「病状」管理の編集 「病状」の管理編集の画面を表示します。
② 戻る 「病状」の管理、一覧画面に戻ります。

③ 利用 相談票のプルダウンメニューの選択肢として利用の有無を選択
できます。

④ 内容 相談票の「病状」のプルダウンメニューで表示される選択肢を
編集できます。

⑤ m em o 相談票の「病状」の補足、特記事項がある場合に記入します。

⑥ Ｒａｎｋ 相談票の「病状」のプルダウンメニューに表示される優先順位
を設定できます。

⑦ 登録する 「病状」のプルダウンメニューとして記入した内容を登録でき
ます。

⑧ キャンセル 「病状」のプルダウンメニューとして記入した内容をキャンセ
ルできます。

①

②

②

③
④
⑤
⑥

⑦ ⑧
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5.2.17　「療養場所」管理
　相談票の「療養場所」の一覧確認、編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

① 「療養場所」管理 相談票の「療養場所」のプルダウンメニューの管理画面である
ことを表示します。

② 「療養場所」管理の作成 相談票の「療養場所」のプルダウンメニューの新たな選択肢を
作成、編集できます。

③ 検索 「療養場所」のプルダウンメニューの一覧より検索ができます。
④ ＩＤ 「療養場所」のプルダウンメニューのＩＤを表示します。
⑤ 利用 「療養場所」のプルダウンメニューの利用の有無を表示します。

⑥ 設定拠点ＩＤ 「療養場所」のプルダウンメニューの選択肢の設定をした拠点
のＩＤを表示します。

⑦ 内容 相談票に「療養場所」のプルダウンメニューに表示される選択
肢を表示します。

⑧ メモ 相談票の「療養場所」の選択肢に補足、特記事項がある場合に
表示されます。

⑨ Ｒａｎｋ 相談票の「療養場所」のプルダウンメニューの優先順位を設定
できます。

⑩ 編集 相談票の「療養場所」のプルダウンメニューの編集画面に移動
します。

⑪ 削除 相談票の「療養場所」のプルダウンメニューの削除画面に移動
します。

①
③②

⑩⑪
④

⑤ ⑥ ⑦

⑨

⑧
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5.2.18　「療養場所」管理の編集
　相談票の「療養場所」のプルダウンメニューが編集できます。

No 名　　称 説　　明
① 「療養場所」管理の編集「療養場所」の管理編集の画面を表示します。
② 戻る 「療養場所」の管理、一覧画面に戻ります。

③ 利用 相談票のプルダウンメニューの選択肢として利用の有無を選択
できます。

④ 内容 「療養場所」のプルダウンメニューで表示される選択肢を編集
できます。

⑤ m em o 「療養場所」の補足、特記事項がある場合に記入します。

⑥ Ｒａｎｋ 「療養場所」のプルダウンメニューに表示される優先順位を設
定できます。

⑦ 登録する 「療養場所」のプルダウンメニューとして記入した内容を登録
できます。

⑧ キャンセル 「療養場所」のプルダウンメニューとして記入した内容をキャ
ンセルできます。

①

②③

⑦ ⑧

④
⑤
⑥
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5.2.19　「各種手帳・制度等の利用」管理
　相談票の「各種手帳・制度等の利用」の一覧確認、編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

① 「各種手帳・制度等の
利用」管理

相談票の「各種手帳・制度等の利用」のプルダウンメニューの
管理画面であることを表示します。

② 「各種手帳・制度等の
利用」管理の作成 プルダウンメニューの新たな選択肢を作成、編集できます。

③ 検索 プルダウンメニューの一覧より検索ができます。
④ ＩＤ プルダウンメニューのＩＤを表示します。
⑤ 利用 プルダウンメニューの利用の有無を表示します。

⑥ 設定拠点ＩＤ プルダウンメニューの選択肢の設定をした拠点のＩＤを表示し
ます。

⑦ 内容 相談票に「各種手帳・制度等の利用」のプルダウンメニューに
表示される選択肢を表示します。

⑧ メモ 相談票の「各種手帳・制度等の利用」の選択肢に補足、特記事
項がある場合に表示されます。

⑨ Ｒａｎｋ プルダウンメニューの優先順位を設定できます。
⑩ 編集 プルダウンメニューの編集画面に移動します。
⑪ 削除 プルダウンメニューの削除画面に移動します。

①
②

⑩⑪
④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨

③
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5.2.20　「各種手帳・制度等の利用」管理の編集
　相談票の「各種手帳・制度等の利用」のプルダウンメニューが編集できます。

No 名　　称 説　　明

① 「各種手帳・制度等の
利用」管理の編集 「各種手帳・制度等の利用」の管理編集の画面を表示します。

② 戻る 「各種手帳・制度等の利用」の管理、一覧画面に戻ります。

③ 利用 相談票のプルダウンメニューの選択肢として利用の有無を選択
できます。

④ 内容 相談票の「各種手帳・制度等の利用」のプルダウンメニューで
表示される選択肢を編集できます。

⑤ m em o 相談票の「各種手帳・制度等の利用」の補足、特記事項がある
場合に記入します。

⑥ Ｒａｎｋ プルダウンメニューに表示される優先順位を設定できます。

⑦ 登録する 「各種手帳・制度等の利用」のプルダウンメニューとして記入
した内容を登録できます。

⑧ キャンセル 「各種手帳・制度等の利用」のプルダウンメニューとして記入
した内容をキャンセルできます。

①

②

②

③
④
⑤
⑥

⑦ ⑧
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5.2.21　「自由設定タイトル」の編集
　相談票の「自由設定タイトル」が編集できます。

No 名　　称 説　　明

① 「自由設定タイトル」
の編集 相談票の「自由設定タイトル」の編集画面を表示します。

② 「自由設定」 「自由設定」の編集したい項目を表示します。
③ 登録する 「自由設定タイトル」を登録できます。

②

①

③
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5.2.22　「自由設定」管理
　相談票の「自由設定」の一覧確認、編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

① 「自由設定」管理 相談票の「自由設定」のプルダウンメニューの管理画面である
ことを表示します。

② 「自由設定」管理の作成 相談票の「自由設定」のプルダウンメニューの新たな選択肢を
作成、編集できます。

③ 検索 「自由設定」のプルダウンメニューの一覧より検索ができます。
④ ＩＤ 「自由設定」のプルダウンメニューのＩＤを表示します。
⑤ 利用 「自由設定」のプルダウンメニューの利用の有無を表示します。

⑥ 設定拠点ＩＤ 「自由設定」のプルダウンメニューの選択肢の設定をした拠点
のＩＤを表示します。

⑦ 内容 相談票に「自由設定」のプルダウンメニューに表示される選択
肢を表示します。

⑧ メモ 相談票の「自由設定」の選択肢に補足、特記事項がある場合に
表示されます。

⑨ Ｒａｎｋ 相談票の「自由設定」のプルダウンメニューの優先順位を設定
できます。

⑩ 編集 相談票の「自由設定」のプルダウンメニューの編集画面に移動
します。

⑪ 削除 相談票の「自由設定」のプルダウンメニューの削除画面に移動
します。

①② ③

⑨
⑩⑪

④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧



ユーザー
マニュアル

76

5.2.23　「自由設定」管理の編集
　相談票の「自由設定」のプルダウンメニューが編集できます。

No 名　　称 説　　明
① 「自由設定」管理の編集「自由設定」の管理編集の画面を表示します。
② 戻る 「自由設定」の管理、一覧画面に戻ります。

③ 利用 相談票のプルダウンメニューの選択肢として利用の有無を選択
できます。

④ 内容 相談票の「自由設定」のプルダウンメニューで表示される選択
肢を編集できます。

⑤ m em o 相談票の「自由設定」の補足、特記事項がある場合に記入します。

⑥ Ｒａｎｋ 相談票の「自由設定」のプルダウンメニューに表示される優先
順位を設定できます。

⑦ 登録する 「自由設定」のプルダウンメニューとして記入した内容を登録
できます。

⑧ キャンセル 「自由設定」のプルダウンメニューとして記入した内容をキャ
ンセルできます。

①

②

②

③
④
⑤
⑥

⑦ ⑧
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5.2.24　「対応」管理
　相談票の「対応」の一覧確認、編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

① 「対応」管理 相談票の「対応」のプルダウンメニューの管理画面であること
を表示します。

② 「対応」管理の作成 相談票の「対応」のプルダウンメニューの新たな選択肢を作成、
編集できます。

③ 検索 「対応」のプルダウンメニューの一覧より検索ができます。
④ ＩＤ 「対応」のプルダウンメニューのＩＤを表示します。
⑤ 利用 「対応」のプルダウンメニューの利用の有無を表示します。

⑥ 設定拠点ＩＤ 「対応」のプルダウンメニューの選択肢の設定をした拠点のＩＤ
を表示します。

⑦ 内容 相談票に「対応」のプルダウンメニューに表示される選択肢を
表示します。

⑧ メモ 相談票の「対応」の選択肢に補足、特記事項がある場合に表示
されます。

⑨ Ｒａｎｋ 相談票の「対応」のプルダウンメニューの優先順位を設定でき
ます。

⑩ 編集 相談票の「対応」のプルダウンメニューの編集画面に移動しま
す。

⑪ 削除 相談票の「対応」のプルダウンメニューの削除画面に移動しま
す。

①
③②

④
⑩⑪

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨
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5.2.25　「対応」管理の編集
　相談票の「対応」のプルダウンメニューが編集できます。

No 名　　称 説　　明
① 「対応」管理の編集 「対応」の管理編集の画面を表示します。
② 戻る 「対応」の管理、一覧画面に戻ります。

③ 利用 相談票のプルダウンメニューの選択肢として利用の有無を選択
できます。

④ 内容 相談票の「対応」のプルダウンメニューで表示される選択肢を
編集できます。

⑤ m em o 相談票の「対応」の補足、特記事項がある場合に記入します。

⑥ Ｒａｎｋ 相談票の「対応」のプルダウンメニューに表示される優先順位
を設定できます。

⑦ 登録する 「対応」のプルダウンメニューとして記入した内容を登録でき
ます。

⑧ キャンセル 「対応」のプルダウンメニューとして記入した内容をキャンセ
ルできます。

①

②

②

③

⑦ ⑧

④
⑤
⑥
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5.2.26　「連携先関係機関」管理
　相談票の「連携先関係機関」の一覧確認、編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

① 「連携先関係機関」管理 相談票の「連携先関係機関」のプルダウンメニューの管理画面
であることを表示します。

② 「連携先関係機関」管
理の作成

相談票の「連携先関係機関」のプルダウンメニューの新たな選
択肢を作成、編集できます。

③ 検索 「連携先関係機関」のプルダウンメニューの一覧より検索がで
きます。

④ ＩＤ 「連携先関係機関」のプルダウンメニューのＩＤを表示します。

⑤ 利用 「連携先関係機関」のプルダウンメニューの利用の有無を表示
します。

⑥ 設定拠点ＩＤ 「連携先関係機関」のプルダウンメニューの選択肢の設定をし
た拠点のＩＤを表示します。

⑦ 内容 相談票に「連携先関係機関」のプルダウンメニューに表示され
る選択肢を表示します。

⑧ メモ 相談票の「連携先関係機関」の選択肢に補足、特記事項がある
場合に表示されます。

⑨ Ｒａｎｋ 相談票の「連携先関係機関」のプルダウンメニューの優先順位
を設定できます。

⑩ 編集 相談票の「連携先関係機関」のプルダウンメニューの編集画面
に移動します。

⑪ 削除 相談票の「連携先関係機関」のプルダウンメニューの削除画面
に移動します。

①
② ③

④
⑩⑪

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨
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5.2.27　「連携先関係機関」管理の編集
　相談票の「連携先関係機関」のプルダウンメニューが編集できます。

No 名　　称 説　　明

① 「連携先関係機関」管
理の編集 「連携先関係機関」の管理編集の画面を表示します。

② 戻る 「連携先関係機関」の管理、一覧画面に戻ります。

③ 利用 相談票のプルダウンメニューの選択肢として利用の有無を選択
できます。

④ 内容 相談票の「連携先関係機関」のプルダウンメニューで表示され
る選択肢を編集できます。

⑤ m em o 相談票の「連携先関係機関」の補足、特記事項がある場合に記
入します。

⑥ Ｒａｎｋ 相談票の「連携先関係機関」のプルダウンメニューに表示され
る優先順位を設定できます。

⑦ 登録する 「連携先関係機関」のプルダウンメニューとして記入した内容
を登録できます。

⑧ キャンセル 「連携先関係機関」のプルダウンメニューとして記入した内容
をキャンセルできます。

①

②

②

③
④
⑤
⑥

⑦ ⑧



81

ユ
ー
ザ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル

　相談票の疾患情報の登録、編集、削除ができます。

6.1　疾患の変更
　相談票の疾患情報の種類を選択し登録、編集、削除ができます。

No 名　　称 説　　明
① 疾患の変更 疾患の変更の選択肢を表示します。
② 指定難病の変更 指定難病の登録、変更、削除ができます。
③ 指定難病外の疾患 指定難病外の疾患の登録、変更、削除ができます。

6．疾患の変更

①
②
③
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6.2　疾患情報の管理
　疾患情報を 50音順索引し一覧表示、編集、登録、削除ができます。

6.2.1　指定難病の変更
　指定難病の疾患情報を 50音順索引し一覧表示、編集、登録、更新、削除ができます。

No 名　　称 説　　明
① 指定難病 難病法に基づき医療費助成の対象となる疾患を表示します。
② 50音順索引 検索したい疾患の頭文字の行を選択できます。
③ 頭文字 検索したい疾患の行の頭文字を表示します。
④ ＩＤ 疾患名のＩＤを表示します。
⑤ 疾患名 （登録されている）疾患名を編集できます。
⑥ 検索キーワード 検索に使用するキーワードを登録できます（ふりがなを登録）。
⑦ 疾患群 疾患の疾患群をプルダウンメニューから選択できます。
⑧ 医療費助成 疾患の医療費助成の有無を選択できます。
⑨ 都道府県単独事案 疾患が都道府県ごとに単独で支援等の有無を選択できます。
⑩ 更新 疾患情報を更新できます。
⑪ 削除 疾患情報を削除できます。
⑫ ＋追加 疾患情報を追加登録の画面を表示します。
⑬ 追加 疾患情報を新たに追加できます。

①

②
③
④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪

⑬

⑫
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6.2.2　指定難病外の疾患
　難治性疾患克服研究事業対象疾患 (特定疾患 )にあてはまらない疾患名の一覧表示、登録、編集、削除ができます。

No 名　　称 説　　明
① 指定難病外の疾患 指定難病以外の疾患を表示します。 
② 50 音順索引 検索したい疾患の頭文字の行を選択できます。
③ 頭文字 検索したい疾患の行の頭文字を表示します。
④ ＩＤ 疾患名のＩＤを表示します。
⑤ 疾患名 疾患名を編集できます。
⑥ 検索キーワード 検索に使用するキーワードを登録できます（ふりがなを登録）。
⑦ 小児慢性特定疾病 小児慢性特定疾病の指定の有無を選択できます。
⑧ その他の疾患 小児慢性特定疾病以外の疾患の有無を選択できます。
⑨ 更新 疾患情報を更新できます。
⑩ 削除 疾患情報を削除できます。
⑪ ＋追加 疾患情報を追加登録の画面を表示します。
⑫ 追加 疾患情報を新たに追加できます。

①
②

③
④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧
⑨ ⑩

⑫

⑪
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7．相談内容区分の変更

　相談票の相談内容区分の登録、編集、削除ができます。

7.1　相談内容区分の変更
　相談内容区分の変更のメニューを選択し登録、編集、削除ができます。

No 名　　称 説　　明
① 相談内容区分の変更 相談内容区分の変更のメニューを表示します。
② センター事業関係 センター事業関係の相談内容区分を表示します。
③ 患者会活動への協力 患者会活動への協力の相談内容区分を表示します。
④ その他 その他の相談内容区分を表示します。

①
②
③
④
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7.2　相談内容区分の変更
　相談内容区分の一覧表示し登録、編集、削除ができます。

7.2.1　「センター事業関係」の変更
　相談内容区分の「センター事業関係」の一覧表示、編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

①
相談内容区分自由設
定欄の変更
「センター事業関係」

相談内容区分自由設定の変更「センター事業関係」を表示しま
す。

② 「センター事業関係」
の作成

相談内容区分の「センター事業関係」の新たな選択肢を追加で
作成できます。

③ 検索 「センター事業関係」の一覧より検索ができます。
④ ＩＤ 「センター事業関係」の選択肢のＩＤを表示します。
⑤ 相談内容 「センター事業関係」の相談内容の選択肢を表示します。

⑥ 編集 「センター事業関係」の相談内容の選択肢の編集画面に移動し
ます。

⑦ 削除 「センター事業関係」の相談内容の選択肢の削除画面に移動し
ます。

⑧ ページ移動
「センター事業関係」の相談内容の選択肢が複数ページがある
場合に移動したいページのアイコンをクリックし移動できま
す。

⑥⑦（　　）

⑥⑦

⑤

①

②

④

③

⑧
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7.2.2　「センター事業関係」の編集
　相談内容区分の「センター事業関係」の相談内容の選択肢の編集ができます。

No 名　　称 説　　明

①

相談内容区分自由設
定欄の変更
「センター事業関係」
の編集

相談内容区分の「センター事業関係」の編集画面を表示します。

② 戻る 相談内容区分の「センター事業関係」の選択肢の一覧表示の画
面に戻ります。

③ 相談内容 「センター事業関係」の選択肢を編集できます。
④ 詳細 「センター事業関係」の選択肢の詳細内容を編集できます。

⑤ 登録する 「センター事業関係」の選択肢として記入した内容を登録でき
ます。

⑥ キャンセル 「センター事業関係」の選択肢として記入した内容をキャンセ
ルできます。

①

②

②

③

④

⑤ ⑥
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7.2.3　「患者会活動への協力」の変更
　相談内容区分の「患者会活動への協力」の一覧表示、編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

①
相談内容区分自由設
定欄の変更
「患者会活動への協力」

相談内容区分自由設定の変更「患者会活動への協力」を表示し
ます。

② 「患者会活動への協力」
の作成

相談内容区分の「患者会活動への協力」の新たな選択肢を追加
で作成できます。

③ 検索 「患者会活動への協力」の一覧より検索ができます。
④ ＩＤ 「患者会活動への協力」の選択肢のＩＤを表示します。
⑤ 相談内容 「患者会活動への協力」の相談内容の選択肢を表示します。

⑥ 編集 「患者会活動への協力」の相談内容の選択肢の編集画面に移動
します。

⑦ 削除 「患者会活動への協力」の相談内容の選択肢の削除画面に移動
します。

⑧ ページ移動
「患者会活動への協力」の相談内容の選択肢が複数ページある
場合に移動したいページのアイコンをクリックし移動できま
す。

①

②

④
⑥⑦

⑤ ③

⑧
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7.2.4　「患者会活動への協力」の編集
　相談内容区分の「患者会活動への協力」の相談内容の選択肢の編集ができます。

No 名　　称 説　　明

①

相談内容区分自由設
定欄の変更
「患者会活動への協力」
の編集

相談内容区分の「患者会活動への協力」の編集画面を表示しま
す。

② 戻る 相談内容区分の「患者会活動への協力」の選択肢の一覧表示の
画面に戻ります。

③ 相談内容 「患者会活動への協力」の選択肢を編集できます。

④ 詳細 「患者会活動への協力」センター事業関係の選択肢の詳細内容
を編集できます。

⑤ 登録する 「患者会活動への協力」の選択肢として記入した内容を登録で
きます。

⑥ キャンセル 「患者会活動への協力」の選択肢として記入した内容をキャン
セルできます。

①

②

②

③

④

⑤ ⑥
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7.2.5　「その他」の変更
　相談内容区分の「その他」の一覧表示、編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明

①
相談内容区分自由設
定欄の変更
「その他」

相談内容区分自由設定の変更「その他」を表示します。

② 「その他」の作成 相談内容区分の「その他」の新たな選択肢を追加で作成できま
す。

③ 検索 「その他」の一覧より検索ができます。
④ ＩＤ 「その他」の選択肢のＩＤを表示します。
⑤ 相談内容 「その他」の相談内容の選択肢を表示します。
⑥ 編集 「その他」の相談内容の選択肢の編集画面に移動します。
⑦ 削除 「その他」の相談内容の選択肢の削除画面に移動します。

①

②

⑥⑦
④

⑤ ③
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7.2.6　「その他」の編集
　相談内容区分の「その他」の相談内容の選択肢の編集ができます。

No 名　　称 説　　明

①
相談内容区分自由設
定欄の変更
「その他」の編集

相談内容区分の「その他」の編集画面を表示します。

② 戻る 相談内容区分の「その他」の選択肢の一覧表示の画面に戻りま
す。

③ 相談内容 相談内容区分の「その他」の選択肢を編集できます。

④ 詳細 相談内容区分の「その他」「センター事業関係」の選択肢の詳
細内容を編集できます。

⑤ 登録する 「その他」の選択肢として記入した内容を登録できます。
⑥ キャンセル 「その他」の選択肢として記入した内容をキャンセルできます。

①

②

②

③

④

⑥⑤
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　拠点情報管理、ユーザ管理の登録、編集、削除ができます。

8.1　システム管理
　拠点情報管理、ユーザ管理の一覧表示、登録、編集、削除ができます。

No 名　　称 説　　明
① システム管理 システム管理のメニューを表示します。
② 拠点情報管理 拠点情報の編集ができます。
③ ユーザ管理 ユーザ情報の登録、編集、削除ができます。

8．システム管理

①
②
③
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8.1.1　「拠点情報」管理
　システム管理の「拠点情報」管理の編集ができます。

No 名　　称 説　　明
① 「拠点情報」管理 「拠点情報」管理を表示します。
② 検索 「拠点情報」に登録されていることより検索ができます。
③ ＩＤ 「拠点情報」のＩＤを表示します。
④ 名前 「拠点情報」に登録されている拠点の名前を表示します。
⑤ 電話番号 「拠点情報」に登録されている拠点の電話番号を表示します。
⑥ メール 「拠点情報」に登録されているメールアドレスを表示します。
⑦ 編集 「拠点情報」の編集画面に移動します。

①
②

③ ④ ⑤ ⑥

⑦
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8.1.2　「拠点情報」管理の編集
　システム管理の「拠点情報」が編集できます。

No 名　　称 説　　明
① 「拠点情報」管理の編集 システム管理の「拠点情報」管理の編集画面を表示します。
② 戻る システム管理の「拠点情報」管理の画面に戻ります。
③ ＩＤ 「拠点情報」に登録されている拠点の IDを表示します。
④ 拠点名 「拠点情報」に登録されている拠点の拠点名を登録できます。

⑤ 個人情報暗号化・複
合化

難病相談支援ネットワークシステムに登録されている個人情報
を暗号化・複合化するための「秘密鍵生成用パスフレーズの登
録」ができます。

⑥ 都道府県 拠点所在地の都道府県を登録できます。
⑦ 郵便番号 拠点所在地の郵便番号を登録できます。
⑧ 住所 拠点所在地の住所を登録できます。
⑨ 電話番号 拠点の電話番号を登録できます。
⑩ ＦＡＸ 拠点のFAX番号を登録できます。

①

②

②

③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

⑯ ⑰
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⑪ ＵＲＬ 拠点のURLを登録できます。
⑫ メール 拠点のメールアドレスを登録できます。
⑬ 相談受付日時 拠点の相談受付時間を登録できます。
⑭ 開設年月日 拠点の開設年月日を登録できます。
⑮ メモ 「拠点情報」の補足、特記事項等を登録できます。
⑯ 登録する 「拠点情報」に記入した拠点情報を登録できます。
⑰ キャンセル 「拠点情報」に記入した拠点情報をキャンセルできます。

8.1.3　「ユーザ」管理
　システム管理の「ユーザ」管理の一覧表示、登録、編集画面への移動、削除ができます。

No 名　　称 説　　明
① 「ユーザ」管理 システム管理の「ユーザ」管理を表示します。
② 「ユーザ」管理の作成「ユーザ」管理に新たな「ユーザ」を登録できます。
③ 検索 「ユーザ」管理の一覧表示より検索できます。
④ ＩＤ 「ユーザ」管理に登録されているユーザの IDを表示します。
⑤ 名前 ユーザの名前を表示します。
⑥ 作成日 ユーザデータの作成日を表示します。
⑦ メール ユーザのメールアドレスを表示します。
⑧ 権限 ユーザの権限を表示します。
⑨ 拠点 ユーザの所属している拠点を表示します。
⑩ メモ ユーザのメモを表示します。
⑪ 編集 ユーザの編集画面に移動します。
⑫ 削除 ユーザの削除画面に移動します。

①
②

⑪⑫

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ③

⑩
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8.1.4　「ユーザ」管理の編集
　システム管理の「ユーザ」管理の登録、編集ができます。

No 名　　称 説　　明
① 「ユーザ」管理の編集 システム管理の「ユーザ」管理の編集画面を表示します。
② 戻る 「ユーザ」管理画面に戻ります。
③ ユーザＩＤ 「ユーザ」管理のユーザＩＤを表示します。
④ 作成日 ユーザ情報の作成日を表示します。
⑤ 名字 /名前 登録するユーザの名前を登録できます。
⑥ (性別 ) 登録するユーザの性別を表示します。
⑦ メール 登録するユーザのメールアドレスを表示します。

⑧ パスワード 難病相談支援ネットワークシステムにログインする際に使うパ
スワードを登録できます。

⑨ 個人情報暗号化・複
合化

難病相談支援ネットワークシステムに寄せられた相談者、対象
者の個人情報の暗号化・複合化をするための「秘密鍵を生成」
できます。

⑩ 権限 ユーザの権限を選択できます。
⑪ 拠点選択 ユーザの拠点を選択できます。
⑫ メモ ユーザの補足、特記事項等を登録できます。
⑬ 登録する 「ユーザ」管理の編集に記入した内容を登録できます。
⑭ キャンセル 「ユーザ」管理の編集に記入した内容をキャンセルできます。

①

②

②

③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

⑬ ⑭
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９．統計

　相談者、対象者から寄せられた相談をもとに統計を表示します。

9.1　統計
　相談者、対象者から寄せられた相談をもとに統計を作成、表示します。

No 名　　称 説　　明

① 統計 相談者、対象者から寄せられた相談をもとに相談内容別に統計
を作成します。

② 統計データ確認 相談者、対象者の情報を項目ごとに一覧表示します。
③ 疾患名別相談件数 疾患別に統計を作成し表示します。
④ 性別相談件数 性別ごとに統計を作成し表示します。

⑤ 月別・疾患区分別相
談延件数 月別・疾患区分別に統計を作成し表示します。

⑥ 相談者別相談方法 相談者別に統計を作成し表示します。

⑦ 月別・相談方法別相
談延件数 月別・相談方法別に統計を作成し表示します。

⑧ 疾患群別相談内容
(全体 ) 疾患群別に相談内容を、件数、比率に統計し全体で表示します。

⑨ 疾患群別相談内容
(難病関係のみ ) 疾患群別に相談内容を、件数、比率を難病関係のみ表示します。

⑩ レポート作成 疾患群別相談内容をExcel に変換しレポートを作成します。

⑪ 一括印刷 疾患群別相談内容を Excel に変換しレポートを作成し、一括
印刷します。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
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9.1.1　統計データ確認
　相談者、対象者の情報を項目ごとに一覧表示します。

No 名　　称 説　　明
① 統計データ確認 相談者、対象者の情報を項目ごとに一覧表示します。

② 統計期間登録 統計期間をカレンダーから開始日と終了日を指定し統計を作
成、表示します。

③ 統計期間 2統計期間登録で指定された期間を表示します。
④ 表示件数選択 表示件数をプルダウンメニューから選択できます。
⑤ 検索 統計データ確認の一覧より検索できます。
⑥ 受付番号 相談を受け付けた番号を表示します。
⑦ 相談日 相談を受け付けた日付を表示します。
⑧ 月 相談を受けた月を表示します。
⑨ 新継 受け付けた相談が新規か継続かを表示します。
⑩ 年代 対象者の年代を表示します。
⑪ 性別 対象者の性別を表示します。
⑫ 対象との関係 相談者と対象者の関係を表示します。
⑬ 相談方法 相談者から受けた相談の方法を表示します。
⑭ 病気の分類 対象者の罹患している疾患の分類を表示します。
⑮ 疾患群 対象者の罹患している疾患の疾患群を表示します。
⑯ 疾患名 対象者の罹患している疾患名を表示します。
⑰ 区分 1 相談時の状況、対象者の状況を表示します。
⑱ 区分 2 相談時の疾患への認識状況を表示します。
⑲ 区分 3 相談時の対象者、相談者の心情等の状況を表示します。
⑳ 対応 区分 2から 4の相談を受けて、ユーザの対応を表示します。
㉑ 連携先関係機関 相談内容を連絡、共有する連携機関を表示します。
㉒ 住所 相談者、または対象者の住所を表示します。
㉓ 受療機関 対象者の治療を受けている期間を表示します。
㉔ 表示件数 画面に表示されている相談件数を表示します。

㉕ 移動 複数ページで表示されていた場合に前頁、後頁に移動ができま
す。

①
②

③

④
⑤

⑥ ⑦ ⑧⑨⑩⑪⑫⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓

㉕㉔
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9.1.2　疾患名別相談件数
　相談者、対象者から寄せられた相談をもとに疾患別に統計を作成し表示します。

No 名　　称 説　　明

① 疾患名別相談件数 相談者から寄せられた相談をもとに疾患別に統計を作成し表示
します。

② 統計期間登録 相談の統計期間をカレンダーから開始日と終了日を指定し統計
を作成、表示します。

③ 統計期間 2統計期間登録で指定された期間を表示します。
④ 分類 疾患の分類を表示します。
⑤ 疾患名 疾患名を表示します。
⑥ 相談件数 相談件数を表示します。
⑦ 相談数 相談の数を表示します。
⑧ 相談者の内訳 相談者の対象者との関係性の内訳を表示します。
⑨ 実人数 相談の実人数を表示します。
⑩ 総人数 相談の総件数を表示します。
⑪ 本人 本人からの相談件数を表示します。
⑫ 家族 患者の家族からの相談件数を表示します。
⑬ 支援者 患者の支援者からの相談件数を表示します。
⑭ 患者会 患者会からの相談件数を表示します。
⑮ 友人・知人 患者の友人・知人からの相談件数を表示します。
⑯ 不明 患者との関係が不明だった場合の相談件数を表示します。

⑰ その他 相談者の対象者との関係がいずれにもあてはまらなかった相談
件数を表示します。

①
②

③

④ ⑤

⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮⑯⑰
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9.1.3　性別相談件数
　相談者、対象者から寄せられた相談をもとに性別ごとに統計を作成し表示します。

No 名　　称 説　　明

① 性別相談件数 相談者から寄せられた相談の対象者を性別ごとに統計を作成
し、表示します。

② 統計期間登録 相談の統計期間をカレンダーから開始日と終了日を指定し統計
を作成、表示します。

③ 統計期間 2統計期間登録で指定された期間を表示します。

④ 性別 対象者の性別を表示します。対象者の性別が不明な場合は「不
明」、対象者が不在の相談の場合は「その他」とします。

⑤ 人数 性別ごとに寄せられた相談件数を表示します。
⑥ 性別相談件数グラフ 相談を性別ごとに円グラフに統計し表示します。

⑦ 印刷・保存 統計から作成された円グラフを印刷、またはファイルの種類を
指定し保存することができます。

①
②

④ ⑤

⑦

⑥

③
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9.1.4　月別・疾患区分別相談延件数
　相談者、対象者から寄せられた相談をもとに月別・疾患区分別に統計を作成し表示します。

No 名　　称 説　　明

① 月別・疾患区分別相
談延件数

相談者、対象者から寄せられた相談をもとに月別・疾患区分別
に統計を作成し表示します。

② 統計期間登録 相談の統計期間をカレンダーから開始日と終了日を指定し統計
を作成、表示します。

③ 統計期間 2統計期間登録で指定された期間を表示します。
④ 疾患区分 相談を疾患区分別に相談件数で表示します。
⑤ 月別 相談を疾患区分に合わせ月別に相談件数で表示します。

⑥ 月別・疾患区分別相
談延件数グラフ

相談を月別・疾患区分別相談延べ件数ごとに折れ線グラフに統
計し、表示します。

⑦ 疾患区分マーク 疾患区分別の折れ線グラフに用いるマークを表示します。

⑧ 印刷・保存 統計から作成された折れ線グラフを印刷、またはファイルの種
類を指定し保存することができます。

①
②

④ ⑤

⑥

③

⑧

⑦
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9.1.5　相談者別相談方法 
　相談者、対象者から寄せられた相談をもとに相談者別に統計を作成し表示します。

No 名　　称 説　　明

① 相談者別相談方法 相談者、対象者から寄せられた相談をもとに相談者別に統計を
作成し表示します。

② 統計期間登録 相談の統計期間をカレンダーから開始日と終了日を指定し統計
を作成、表示します。

③ 統計期間 2統計期間登録で指定された期間を表示します。
④ 方法 相談の方法を表示します。
⑤ 本人 対象者（患者）本人からの相談件数を表示します。
⑥ 家族 患者の家族からの相談件数を表示します。
⑦ 支援者 患者の支援者からの相談件数を表示します。
⑧ 患者会 患者会からの相談件数を表示します。
⑨ 友人・知人 患者の友人・知人からの相談件数を表示します。
⑩ 不明 患者との関係が不明だった場合の相談件数を表示します。

⑪ その他 患者との関係がいずれにもあてはまらなかった相談件数を表示
します。

⑫ 合計 相談者からよせられた相談方法ごとの合計数を表示します。

⑬ 相談者別相談件数グ
ラフ

相談者から寄せられた相談を相談者別相談件数ごとに棒グラフ
に統計し、表示します。

⑭ 棒グラフの色 相談方法別の棒グラフの用いる色を表示します。

⑮ 印刷・保存 統計から作成された折れ線グラフを印刷、またはファイルの種
類を指定し保存することができます。

①
②

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

③

⑫

⑮⑬

⑭



ユーザー
マニュアル

102

9.1.6　月別・相談方法別相談延件数 
　相談者、対象者から寄せられた相談をもとに月別・相談方法別に統計を作成し表示します。

No 名　　称 説　　明

① 月別・相談方法別相
談延件数

相談者、対象者から寄せられた相談をもとに月別・相談方法別
に統計を作成し表示します。

② 統計期間登録 相談の統計期間をカレンダーから開始日と終了日を指定し統計
を作成、表示します。

③ 統計期間 2統計期間登録で指定された期間を表示します。
④ 方法 相談の方法を表示します。
⑤ 月別 相談を相談方法に合わせ月別に相談件数を表示します。

⑥ 月別・相談方法別相
談延件数グラフ

相談を月別・相談方法別相談延件数ごとに折れ線グラフに統計
し、表示します。

⑦ 相談方法マーク 相談方法別の折れ線グラフに用いるマークを表示します。

⑧ 印刷・保存 統計から作成された折れ線グラフを印刷、またはファイルの種
類を指定し保存することができます。

①
②

④ ⑤

③

⑥

⑦

⑧
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9.1.7　疾患別相談内容(全体)
　相談者、対象者から寄せられた相談をもとに疾患別に相談内容を、件数、比率に統計し全体で表示します。

①
②

⑫
⑬
⑭
⑮

⑳

㉕

㉚

35

40

45

⑯

㉑

㉖

㉛

36

41

46

⑰

㉒

㉗

32

37

42

47

⑱

㉓

㉘

33

38

43

48

⑲

㉔

㉙

34

39

44

49
50

③

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
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No 名　　称 説　　明

① 相談内容区分 (全体 ) 相談者、対象者から寄せられた相談をもとに疾患別に相談内容を、件数、比率に統計し全体で表示します。

② 統計期間登録 相談の統計期間をカレンダーから開始日と終了日を指定し統計
を作成、表示します。

③ 統計期間 2統計期間登録で指定された期間を表示します。
④ 相談内容 相談内容を表示します。
⑤ 総数 相談内容ごとに件数、比率を表示します。
⑥ 指定難病・疾患群 指定難病・疾患群ごとに件数・比率で表示します。
⑦ 難病全体 特定疾患全体での件数・比率で表示します。
⑧ 難病関係以外 難病以外での件数・比率で表示します。
⑨ 小児慢性疾患 小児慢性疾患での件数・比率で表示します。
⑩ その他の疾患 難病以外のその他の疾患での件数・比率で表示します。
⑪ その他 その他での件数・比率で表示します。
⑫ 療養 療養での件数・比率で表示します。
⑬ 受療 受療での件数・比率で表示します。
⑭ 病気の理解 病気の理解において件数・比率で表示します。

⑮ 治療法の選択の意思
決定 治療法の選択の意思決定において件数・比率で表示します。

⑯ 治療計画 治療計画において件数・比率で表示します。
⑰ 医療機関・医師 医療機関・医師において件数・比率で表示します。
⑱ 療養場所 療養場所において件数・比率で表示します。
⑲ 疾病自己管理 疾病自己管理において件数・比率で表示します。
⑳ 症状管理 症状管理において件数・比率で表示します。
㉑ 栄養・代謝管理 栄養・代謝管理において件数・比率で表示します。
㉒ 医療処置管理 医療処置管理において件数・比率で表示します。
㉓ 薬物療法 薬物療法において件数・比率で表示します。

㉔ コミュニケーション
方法 コミュニケーション方法において件数・比率で表示します。

㉕ 日常生活動作 日常生活動作において件数・比率で表示します。
㉖ 生活 生活での件数・比率で表示します。
㉗ 療養環境 療養環境での件数・比率で表示します。
㉘ 保険・医療・福祉 保険・医療・福祉において件数・比率で表示します。
㉙ 療養生活全般 療養生活全般において件数・比率で表示します。
㉚ 家族 家族において件数・比率で表示します。
㉛ 生活 生活での件数・比率で表示します。
32 経済 経済において件数・比率で表示します。
33 学業 学業において件数・比率で表示します。
34 就労 就労での件数・比率で表示します。
35 体調調整に関すること 体調調整に関することにおいて件数・比率で表示します。
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36 労働条件に関すること 労働条件に関することにおいて件数・比率で表示します。

37 難病に対する理解に
関すること

難病に対する理解に関することにおいて件数・比率で表示しま
す。

38 就労活動 就労活動において件数・比率で表示します。
39 就活で利用できる制度 就活で利用できる制度において件数・比率で表示します。
40 その他 その他において件数・比率で表示します。
41 支援 支援において件数・比率で表示します。
42 療養生活支援体制 療養生活支援体制において件数・比率で表示します。
43 支援方法 支援方法において件数・比率で表示します。
44 その他 その他での件数・比率で表示します。
45 事業 事業での件数・比率で表示します。
46 センター事業関係 センター事業関係において件数・比率で表示します。
47 患者交流促進 患者交流促進での件数・比率で表示します。
48 当事者活動への支援 当事者活動への支援において件数・比率で表示します。
49 その他 その他での件数・比率で表示します。
50 その他 その他において件数・比率で表示します。
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9.1.8　疾患群別相談内容(難病関係のみ)
　相談者、対象者から寄せられた相談をもとに疾患群別に相談内容を、件数、比率を難病関係のみ表示します。

⑫
⑪
⑩
⑨
⑧

②

⑦

①

④
⑤ ⑥

③

⑬
⑭
⑮

⑳

㉕

㉚

35

40

45

⑯

㉑

㉖

㉛

36

41

⑰

㉒

㉗

32

37

42

⑱

㉓

㉘

33

38

43

⑲

㉔

㉙

34

39

44
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No 名　　称 説　　明

① 相談内容区分 ( 難病
疾患のみ )

相談者、対象者から寄せられた相談をもとに疾患別に相談内容
を、件数、比率に統計し全体で表示します。

② 統計期間登録 相談の統計期間をカレンダーから開始日と終了日を指定し統計
を作成、表示します。

③ 統計期間 2統計期間登録で指定された期間を表示します。
④ 相談内容 相談内容を表示します。
⑤ 総数 相談内容ごとに件数、比率で表示します。
⑥ 指定難病・疾患群 指定難病・疾患群ごとに件数・比率で表示します。
⑦ 療養 療養での件数・比率で表示します。
⑧ 受療 受療での件数・比率で表示します。
⑨ 病気の理解 病気の理解において件数・比率で表示します。

⑩ 治療法の選択の意思
決定 治療法の選択の意思決定において件数・比率で表示します。

⑪ 治療計画 治療計画において件数・比率で表示します。
⑫ 医療機関・医師 医療機関・医師において件数・比率で表示します。
⑬ 療養場所 療養場所において件数・比率で表示します。
⑭ 疾病自己管理 疾病自己管理において件数・比率で表示します。
⑮ 症状管理 症状管理において件数・比率で表示します。
⑯ 栄養・代謝管理 栄養・代謝管理において件数・比率で表示します。
⑰ 医療処置管理 医療処置管理において件数・比率で表示します。
⑱ 薬物療法 薬物療法において件数・比率で表示します。

⑲ コミュニケーション
方法 コミュニケーション方法において件数・比率で表示します。

⑳ 日常生活動作 日常生活動作において件数・比率で表示します。
㉑ 生活 生活での件数・比率で表示します。
㉒ 療養環境 療養環境での件数・比率で表示します。
㉓ 保険・医療・福祉 保険・医療・福祉において件数・比率で表示します。
㉔ 療養生活全般 療養生活全般において件数・比率で表示します。
㉕ 家族 家族において件数・比率で表示します。
㉖ 生活 生活での件数・比率で表示します。
㉗ 経済 経済において件数・比率で表示します。
㉘ 学業 学業において件数・比率で表示します。
㉙ 就労 就労での件数・比率で表示します。
㉚ 体調調整に関すること 体調調整に関することにおいて件数・比率で表示します。
㉛ 労働条件に関すること 労働条件に関することにおいて件数・比率で表示します。

32 難病に対する理解に
関すること

難病に対する理解に関することにおいて件数・比率で表示しま
す。

33 就労活動 就労活動において件数・比率で表示します。
34 就活で利用できる制度 就活で利用できる制度において件数・比率で表示します。
35 その他 その他において件数・比率で表示します。
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36 支援 支援において件数・比率で表示します。
37 療養生活支援体制 療養生活支援体制において件数・比率で表示します。
38 支援方法 支援方法において件数・比率で表示します。
39 その他 その他での件数・比率で表示します。
40 事業 事業での件数・比率で表示します。
41 センター事業関係 センター事業関係において件数・比率で表示します。
42 患者交流促進 患者交流促進での件数・比率で表示します。
43 当事者活動への支援 当事者活動への支援において件数・比率で表示します。
44 その他 その他での件数・比率で表示します。
45 その他 その他において件数・比率で表示します。
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9.1.9　レポート作成
　疾患群別相談内容をExcel に変換しレポートを作成します。

No 名　　称 説　　明

① レポート作成 疾患群別相談内容をレポートとして Excel に変換し作成しま
す。

② 統計期間登録 相談の統計期間をカレンダーから開始日と終了日を指定し統計
を作成、表示します。

③ 統計期間 2統計期間登録で指定された期間を表示します。

④ ファイルダウンロード 統計レポートが作成・完了した後、ファイルダウンロードダイ
アログが表示され、Excel に変換され保管、印刷ができます。

① ③

④

②

※ブラウザにより表示が異なります
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9.1.10　 一括印刷
　疾患群別相談内容を一括印刷用としてExcel に変換しレポートを作成します。

No 名　　称 説　　明

① 一括印刷 疾患群別相談内容のレポートを一括印刷用として Excel に変
換し作成します。

② 統計期間登録 相談者から寄せられた相談の統計期間をカレンダーから開始日
と終了日を指定し統計を作成、表示します。

③ 統計期間 2統計期間登録で指定された期間を表示します。

④ ファイルダウンロード 統計レポートが作成・完了した後、ファイルダウンロードダイ
アログが表示され、Excel に変換され保管、印刷ができます。

① ③

④

②

※ブラウザにより表示が異なります
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10．データ管理

　旧データのアップロードができます。
　※旧データの移行はセンター管理者が行ってください。

10.1　データ管理 
　旧データのアップロードができます。

No 名　　称 説　　明
① データ管理 旧データのアップロードができます。
② 旧データロード 旧データロード画面に移動します。

③ 相談内容・対応の移行

2014/3/11 までに旧相談票システムから移行したセンターの
み使用します。旧システムから移行した「相談内容」「対応」
を非公開扱いに変換します。「相談票の相談内容・対応のデー
タ移行」ボタンを押すと実行されます。※移行処理は一回のみ
行えます。

①

③

②
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10.2　旧データアップロード
　旧データを難病相談支援ネットワークシステムにアップロードします。

No 名　　称 説　　明
① 旧データロード 旧データロードの画面を表示します。

② 旧データアップロード

当システムにアップロードするファイルを参照から選択できま
す。
※旧データの移行方法は、以下のページを参照してください。
http://49.212.37.161/public/howto/migration.html

③ データを入れ替える 旧データと現在のデータを入れ替えの有無の選択ができます。

④ アップロード 旧データロード画面で選択した内容でデータをアップロードし
ます。

①

②
③

④
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